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「
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、「
富
士
山
と
富
士
山
に
か

か
わ
る
地
域
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
豊
か
な
心
を
も
っ
た

人
々
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
文
化
活
動
と
し
て
、
平
成
八
年
に
開

始
さ
れ
、
今
年
で
第
二
十
八
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
手
紙
部
門
に
は
、
十
三
万
八
千
五
百
五
十
三
点
、
絵
部

門
に
は
、
九
万
四
千
三
百
点
の
応
募
が
あ
り
、
名
実
と
も
に
、
富
士
山
を

大
切
に
想
う
気
持
ち
を
育
み
、
富
士
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
向
け
て

発
信
す
る
、
意
味
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
、毎
年
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
の
熱
い
想
い
と
、

厳
正
か
つ
熱
心
な
審
査
を
い
た
だ
い
た
審
査
員
の
方
々
の
協
力
の
賜
物
で

あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
も
、
日
本
各
地
に
加
え
海
外
か
ら
も
、
ま
た
、
幼
児
か

ら
高
齢
の
方
ま
で
、
幅
広
い
地
域
と
世
代
の
方
々
か
ら
、
手
紙
・
絵
両
部

門
に
六
千
二
百
三
十
五
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
作
品
か
ら

も
富
士
山
と
向
き
合
い
か
か
わ
り
合
っ
て
、
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
そ
れ
ぞ
れ
の
富
士
山
の
姿
・
心
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
、
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
富
士
山
は
、
私
た
ち
日
本
人

の
生
活
や
心
の
中
に
常
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
信
い
た
し
ま

し
た
。

　

富
士
山
は
、
古
よ
り
人
々
に
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
、
宗
教
・
宗
派
の
枠

を
超
え
た
信
仰
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
そ
の
景
観
の
美
し
さ
か
ら
、

浮
世
絵
な
ど
の
芸
術
の
も
と
と
な
り
、
海
外
の
芸
術
に
も
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
富
士
山
は
歴
史
・
文
化
の
源
泉
で
あ
り
、
日
本
の
宝

と
し
て
親
し
ま
れ
、
世
界
遺
産
と
い
う
、
世
界
の
宝
と
し
て
広
く
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
の
ま
ち
の
私
た
ち
に
は
、
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
、
歴
史
的

価
値
を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
意
味
を
強
く
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
こ
の
作
品
集
が
一
人
で
も
多

く
の
方
の
目
に
触
れ
、
私
た
ち
の
富
士
山
と
地
域
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
む
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
御
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
学
校
関
係

者
の
方
々
、
ま
た
、
本
事
業
に
御
理
解
と
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
六
年
二
月　
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富士山の絵富士山の絵

最優秀賞最優秀賞

幼児の部

小学生低学年の部

HO LOK HEI

好田　壮志

TRAIN CROSS THROUGH 
THE FOUR SEASONS IN FUJI

ふもとで見つけたたからもの

香港・ART HUB

富士市・富士市立吉原小学校



7

富士山の絵富士山の絵

最優秀賞最優秀賞

小学生高学年の部

長澤　伊吹夏の富士山

富士宮市・富士宮市立富士根南小学校

中学生の部

遠藤　珈凜夜明けの奇雲

富士宮市・富士宮市立富士根南中学校
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富士山の絵富士山の絵

最優秀賞最優秀賞

高校生・成人の部

JONATHAN CHEN
TORRI AND FUJI

香港・SCHOOL OF CREATIVITY
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富士山の絵富士山の絵

幼児の部 優秀賞優秀賞

CHAN PAK YIN

山田　琉誠

WONG HEUNG FOON

My Dream Ride in Fuji Mount

キラキラふじさん

JOYFUL BLOOMS FLOWERS

香港・ART HUB

富士宮市・杉田幼稚園

香港・Big House Art Workshop
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富士山の絵富士山の絵

小学生低学年の部 優秀賞優秀賞

CHAN MAN  HIM

古藤　怜那

SHING WAI HUEN WARREN

Imaginary Fuji

ふじさんみたいなブランコ

CAMPING

香港・drawstation +

富士市・富士市立広見小学校

香港・Big House Art Workshop
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富士山の絵富士山の絵

小学生高学年の部 優秀賞優秀賞

小林　あお

石川　真虎

横田　大空

いろどり豊かな富士の山

ぼくが見た初日ので

富士がせまる街なみ

富士宮市・富士宮市立大宮小学校

富士宮市・富士宮市立富丘小学校

愛知県知多郡・だれでもアーティストクラブ
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富士山の絵富士山の絵

中学生の部 優秀賞優秀賞

後藤　優奈

飯塚　麻帆

寺南　希娃

天壌無窮

夕焼けの富士

茶摘みの頃

富士宮市・富士宮市立富士根南中学校

富士市・富士市立吉原第一中学校

富士市・富士市立岳陽中学校
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富士山の絵富士山の絵

高校生・成人の部 優秀賞優秀賞

大倉　正次
猫が通る．２月の富士．木花咲耶姫と慕う

富士市

WENDY CHEUNG

SUM KA PO

AMAZING FUJI

THE MOODY FUJI

香港・SCHOOL OF CREATIVITY

香港・SCHOOL OF CREATIVITY
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海
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市
・
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市
・
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定
こ
ど
も
園
中
央
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稚
園

富
士
宮
市
・
黒
田
幼
稚
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富
士
宮
市
・
に
し
ふ
じ
の
み
や
幼
稚
園

香
港
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 H
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宮
本
　
歩
和

唐
　
九
佳

北
川
　
博
雅

安
藤
　
七
菜

渡
邊
　
要

「
富
士
山
と
ト
ン
ボ
」

き
れ
い
な
ふ
じ
山
大
す
き
！

朝
か
ら
立
派
な
富
士
山

富
士
山
に
、ぎ
ゅ
う
！
し
よ
う

い
っ
て
き
ま
す

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
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富士山の絵富士山の絵

幼児の部 佳　作佳　作
CH

ENG W
ING NA

M
D

ream
y M

ount Fuji

香
港
・A

rt Point Creative

TSANG CHIN HEI PAXTON
W

arm
 M

ount Fuji

香
港
・A

rt Point Creative

富
士
宮
市
・
杉
田
幼
稚
園弓

指
　
渚

は
る
と
ふ
じ
さ
ん

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

佐
野
孝
太
朗

ふ
じ
さ
ん
に

の
ぼ
っ
た
よ

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

渡
邉
　
英
岳

こ
こ
に
う
ま
れ
て

こ
こ
に
す
む

富
士
宮
市
・
黒
田
幼
稚
園

村
松
亜
楽
太

ふ
じ
の
み
や

か
ら
の
ふ
じ
さ
ん

富
士
市
・
富
士
リ
ズ
ム
幼
稚
園

黒
澤
穂
乃
佳

私
と
富
士
山
と

花
と
虫
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富士山の絵富士山の絵

幼児の部 佳　作佳　作

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

神
谷
　
佳
歩

お
し
ゃ
れ
を
し
て

ふ
じ
さ
ん
に
い
っ
た
よ

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

山
本
優
歌
花

き
れ
い
な
星
空

な
が
れ
ぼ
し
み
ー
つ
け
た
！

富
士
宮
市
・
認
定
こ
ど
も
園
富
丘
こ
ど
も
園

土
方
　
心
陽

富
士
山
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら

花
火
を
み
た
い
な

CH
U

 K
A

 Y
I

The Sakura W
orld

香
港
・M

ini A
rt Piece

KU HO CHING HADLEY
B

U
TTERFLY FU

JI

香
港
・Big H

ouse A
rt W

orkshop

LA
U

 Y
A

N
C

A
M

PIN
G

 A
T M

O
U

N
T FU

JI

香
港
・Big H

ouse A
rt W

orkshop
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富士山の絵富士山の絵

小学生低学年の部 佳　作佳　作

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

大
嶽
　
杏

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

深
谷
　
亮
介

牛
た
ち
と
富
士
山

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

劉
　
子
鈺

ト
ン
ボ
と
ふ
じ
さ
ん

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

宮
戸
　
愛
梨

ひ
ま
わ
り
と
ふ
じ
山

富
士
山
と
ひ
ま
わ
り

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

福
原
　
悠
乃

ふ
じ
山
が
み
え
る

川
で
あ
そ
ん
だ

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

細
野
　
紅
葉

わ
た
し
の
た
か
ら
も
の



18

富士山の絵富士山の絵

小学生低学年の部 佳　作佳　作

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

渡
邊
　
翔
斗

ふ
じ
山
！
ぼ
く
に

力
を
あ
り
が
と
う

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
黒
田
小
学
校

久
保
田
葵
翔

ぼ
く
の
だ
い
す
き
な

ふ
じ
さ
ん

御
殿
場
市
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

石
井
　
旭

海
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

千
葉
　
桜
空

ふ
じ
山
と

わ
た
し
た
ち
の
学
校

富
士
市
・
富
士
市
立
岩
松
小
学
校

渡
邉
　
璃
奈

ふ
じ
山
と
た
の
し
く

え
ん
そ
う
会

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

石
井
　
り
の

ふ
じ
山
大
す
き

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

後
藤
　
慶
伍

ふ
じ
山
と
ひ
ま
わ
り

の
せ
い
く
ら
べ

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

滝
　
し
ず
く

力
づ
よ
い
ふ
じ
山
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富士山の絵富士山の絵

小学生低学年の部 佳　作佳　作

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

森
田
　
眞
叶

は
や
い
な

し
ん
か
ん
せ
ん

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

重
田
　
快
斗

暑
い
夏
も
元
気
に
生
き
る

～
真
夏
の
富
士
と
ヒ
マ
ワ
リ
達
～

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

信
田
　
美
緒

富
士
山
の
見
え
る

ド
ッ
ク
ラ
ン

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

稲
葉
　
悠
人

ま
か
い
の
ぼ
く
場
で

は
じ
め
て
の
乗
馬

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

今
井
　
凜
々

パ
パ
と
お
で
か
け

夏
の
ふ
じ
山

A
N

GELO
 CH

A
N

M
O

UN
T FUJI C

O
N

N
EC

TIN
G

 O
UR SO

C
IETY

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y
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富士山の絵富士山の絵

小学生高学年の部 佳　作佳　作
富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

遠
藤
　
美
里

白
糸
風
鈴
と
富
士
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

大
瀧
梨
音
来

ゆ
う
が
た
の
富
士
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
井
之
頭
小
学
校

伊
藤
　
心
陽

朝
ぎ
り
の
明
る
い

富
士
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

齊
藤
　
理
希

富
士
山
と
周
り
の
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

長
澤
　
侑
吾

富
士
山

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

何
　
　
霖

フ
ウ
リ
ン
を
な
ら
し
て

ふ
じ
山
を
み
る

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

遠
藤
　
蒼
真

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
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富士山の絵富士山の絵

小学生高学年の部 佳　作佳　作
御
殿
場
市
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

鈴
木
　
志
乃

富
士
と

オ
オ
カ
ミ
の
仲
間

御
殿
場
市
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

田
代
　
梨
紗

あ
じ
さ
い
と
富
士
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
北
山
小
学
校

西
尾
　
星
夏

夏
の
富
士
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

佐
野
　
友
里

富
士
山
と
は
す
の
花

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

藤
本
　
琴
葉

美
し
い
富
士
山

N
g H

ong K
iu

Fuji Trip

香
港
・A

rt Point Creative

W
O

N
G SIN

 Y
U

Irresistible fuji w
ith shrine

香
港
・A

rt Point Creative
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富士山の絵富士山の絵

小学生高学年の部 佳　作佳　作

富
士
市
・
富
士
市
立
天
間
小
学
校

叢
　
羽
函

富
士
山

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

森
田
　
彪
斗

民
宿
で
農
家
の

お
手
つ
だ
い

富
士
市
・
富
士
市
立
広
見
小
学
校

寺
南
　
希
星

秋
の
富
士
山

静
岡
市
・
静
岡
サ
レ
ジ
オ
小
学
校

鈴
木
堪
汰
朗

輝
く
稲
穂

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

服
部
　
葵

春
の
か
る
た
取
り
大
会

W
O

N
G SU

M
 W

IN
G

TH
E A

STRA
C

T FU
JI

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y
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富士山の絵富士山の絵

中学生の部 佳　作佳　作
富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

川
原
﨑
萌
夏

雪
山

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

阿
部
　
優
矢

春
ら
ん
ま
ん

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

大
前
　
喜
新

カ
ワ
セ
ミ
と

富
士
山

富
士
市
・
富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

好
田
　
悠
奈

夏
の
富
士
と
海

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

小
谷
　
優
維

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

西
中
　
湖
羽

自
然
が
豊
か
な

富
士
山
ろ
く

富
士
山
が

織
り
な
す
風
景
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富士山の絵富士山の絵

中学生の部 佳　作佳　作
富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校辻󠄀

村
　
一
樹

雲
海

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校渡

邉
　
泰
斗

S
e
iryo

 ju
n
io

r 
h
ig

h
 sch

o
o

l

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

持
田
　
和
香

富
士
山
と
私
の
町

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

松
原
　
花
怜

青
富
士

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

芹
澤
　
結
衣

惑
星
と
富
士
山

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

望
月
　
あ
や

日
常
の
風
景
に

欠
か
せ
な
い
も
の

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

神
戸
　
蒼
空

私
の
世
界

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

池
野
倫
太
朗

富
士
の
山
宝
永
山
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富士山の絵富士山の絵

中学生の部 佳　作佳　作
富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

坂
下
　
孝
太

「
レ
ン
ズ
」か
ら

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

笠
井
惺
勇
琉

夕
暮
れ

富
士
市
・
富
士
市
立
富
士
中
学
校

宇
野
　
充
博

荘
厳
な
富
士

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

渡
邊
　
葉
月

冬
の
田
貫
湖

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

網
野
　
実
璃

機
窓
か
ら
広
が
る

新
風
景

富
士
市
・
富
士
市
立
岳
陽
中
学
校

中
村
陽
菜
子

恐
怖
と

美
し
さ
の
富
士
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富士山の絵富士山の絵

高校生・成人の部 佳　作佳　作

富
士
宮
市

白
井
　
杏
華

果
て

静
岡
市

小
林
　
豊

岩
本
山
の
山
城

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

友
田
　
快
歩

青
空
に
輝
く

富
士
山

富
士
宮
市

川
瀬
　
悦
子

雄
大
な
富
士
山

東
京
都
葛
飾
区

奥
田
　
旭

富
士
山
と
海
賊
船

富
士
市

松
田
ゆ
か
り

空
か
ら
も

気
高
き
富
士

LEUNG HOI YI HAZEL
convenience store at Kaw

aguchi train station

香
港
・A

RT
 H

U
B

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

野
村
　
侑
奈

日
の
出
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LEUNG W
ING LA

M
PEA

C
EFU

L FU
JI VILLA

G
E

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

富士山の絵富士山の絵

高校生・成人の部 佳　作佳　作

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

小
林
　
夏
子

あ
の
夢
を

追
い
か
け
て

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

松
尾
　
虹

緑
と
青
の
富
士
山

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

白
石
　
煌
惺

部
活
も
、富
士
も

日
本一！

富
士
宮
市
・
静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

土
屋
友
梨
夏

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

LA
U

 T
SZ Y

I
U

N
D

ER TH
E M

O
U

N
TA

IN
 FU

JI

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y
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M
A

N
D

Y
 T

A
M

TH
E FLO

U
RISH

IN
G

 FU
JI

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

富士山の絵富士山の絵

高校生・成人の部 佳　作佳　作

GA
O

 W
IN

G LA
M

FESTIVE FU
JI

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

H
U

 CH
IN

G Y
IN

M
O

U
N

T FU
JI U

N
D

ER TH
E C

H
ERRY

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

CＨ
EU

N
G Y

IU
M

O
M

IJIG
A

RI VIEW

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

SUEN PUI IN K
A

LI
TH

E M
A

RVELLO
U

S G
A

LA
X

Y A
B

O
VE

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

JO
Y

CE SIU
TH

E C
A

LM
IN

G
 N

IG
H

T O
F FU

JI

香
港
・SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y



「
手
紙
」部
門
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富士山への
手紙

富士山への
手紙

最優秀賞最優秀賞

　

き
ょ
う
、
ふ
じ
さ
ん
と
あ
そ
ん
だ
ゆ
め
を
み
ま
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
に
ご
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
あ

そ
び
ま
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
が
お
お
き
す
ぎ
た
の
で
わ
た
し
は
、
ふ
じ
さ
ん
の
う
し
ろ
に
か
く
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
み
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
が
ず
っ
と
お
に
で
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
ふ
じ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
こ
と
が
で
き
て

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
べ
る
と
い
い
な
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

太
田
　
由
里
子
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私
の
祖
父
は
、
中
学
生
の
時
に
富
士
山
に
登
り
ま
し
た
。
頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
頭
が
ガ
ン
ガ
ン
痛
か
っ
た
こ
と
、
頂

上
の
山
小
屋
に
泊
ま
っ
て
、
強
い
風
の
音
に
眠
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
の
祖
母
は
、
高
校
生
の
時
に
富
士
山
に
登
り
ま
し
た
。
富
士
山
の
頂
上
か
ら
見
た
ご
来
光
は
、
と
て
も
き
れ
い
で
、

「
ご
来
光
を
お
が
む
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
こ
の
時
分
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
父
と
母
は
、
二
人
で
富
士
山
に
登
り
ま
し
た
。
雨
と
風
が
強
く
て
、
寒
く
て
寒
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

頂
上
で
五
百
円
も
す
る
温
か
い
缶
コ
コ
ア
を
買
い
二
人
で
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。
父
が
母
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
す
る
予
定
で
し
た

が
未
す
い
に
終
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
二
回
目
は
、
と
て
も
天
気
が
良
く
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
と
弟
は
、
ま
だ
富
士
山
に
登
っ
た
こ
と
が
な
い
で
す
。
富
士
山
の
話
を
し
て
い
る
時
、
弟
も
大
き
く
な
っ
た
の
で
家
族

で
富
士
山
に
登
ろ
う
と
い
う
計
画
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
早
く
実
現
し
た
い
で
す
。

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

芦
澤
　
莉
帆
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私
は
母
に
「
愛
生
は
富
士
山
に
そ
っ
く
り
だ
よ
。」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
富
士
山
に
似
て
い
る
と
は
、
私
が
、
全
く
動
か
ず
、

感
情
に
と
ぼ
し
い
っ
て
い
う
こ
と
？
少
し
悔
し
く
て
、「
似
て
な
い
じ
ゃ
ん
！
」
と
反
撃
し
た
私
に
母
が
笑
っ
て
こ
う
言
っ
た
。

「
富
士
山
っ
て
、
さ
っ
き
ま
で
晴
れ
て
い
た
の
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
雲
を
か
ぶ
っ
て
大
雨
に
な
っ
た
り
、
雨
が
降
っ
た
か
と

思
え
ば
サ
ー
っ
と
晴
れ
て
虹
が
出
た
り
、
素
直
に
感
情
が
出
る
愛
生
そ
の
も
の
だ
よ
。
そ
し
て
時
に
は
、
大
き
な
虹
で
周
り

の
人
を
笑
顔
に
す
る
で
し
ょ
。」
富
士
山
に
例
え
る
と
は
悪
口
も
い
い
と
こ
ろ
だ
と
怒
っ
て
い
た
私
は
、
最
高
の
ほ
め
言
葉
だ

と
嬉
し
く
な
っ
た
。
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
母
は
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
富
士
の
機
嫌
を
確
か
め
る

た
め
、
母
と
二
人
、
富
士
登
山
に
挑
戦
し
た
。
五
合
目
は
笑
顔
の
快
晴
、
七
合
目
以
降
は
青
空
を
見
せ
て
く
れ
た
。
泣
い
た

り
笑
っ
た
り
忙
し
い
毎
日
だ
け
れ
ど
、富
士
の
よ
う
に
、笑
顔
で
人
を
幸
せ
に
で
き
る
人
に
私
も
な
り
た
い
、そ
う
決
心
し
た
。

中
学
生
の
部

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

岡
本
　
愛
生

富士山への
手紙
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ふ
じ
山
、
ぼ
く
ね
ぶ
た
ま
つ
り
を
み
に
い
っ
た
よ
。
ね
ぶ

た
の
う
え
に
ふ
じ
山
を
み
つ
け
て
び
っ
く
り
し
た
よ
。
こ
ん

な
と
お
く
の
お
ま
つ
り
で
ふ
じ
山
と
あ
え
る
な
ん
て
、
や
っ

ぱ
り
に
ほ
ん
一
の
山
だ
ね
。
ぼ
く
の
あ
こ
が
れ
だ
よ
。
し
ば

ら
く
あ
え
な
か
っ
た
の
で
い
え
に
か
え
っ
て
、
す
ぐ
ふ
じ
山

を
み
た
よ
。
お
っ
き
く
て
ほ
ん
も
の
の
ふ
じ
山
は
、
す
ご
い

と
お
も
っ
た
よ
。
い
つ
も
ふ
じ
山
が
ち
か
く
で
み
ま
も
っ
て

く
れ
て
い
る
か
ら
、
う
ん
ど
う
や
べ
ん
き
ょ
う
を
も
っ
と
が

ん
ば
る
よ
。
ふ
じ
山
ぼ
く
を
み
て
い
て
ね
。

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
山
が
く
き
ゅ
う
じ
ょ
た
い
で

す
。
な
つ
は
、
お
休
み
の
日
に
お
父
さ
ん
が
よ
ば
れ
て
き
ゅ

う
じ
ょ
に
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
お
父
さ
ん
は
と
て
も
カ
ッ
コ

い
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
さ
み
し
く
な
っ
て
い
つ
も
な
い
ち

ゃ
い
ま
す
。
ふ
じ
山
に
お
ね
が
い
し
た
い
こ
と
は
、
と
山
を

す
る
人
が
、
あ
ん
ぜ
ん
に
の
ぼ
れ
ま
す
よ
う
に
。
お
父
さ
ん

が
、
ぶ
じ
に
お
う
ち
に
か
え
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
ふ

じ
山
、
い
つ
も
わ
た
し
た
ち
を
見
ま
も
っ
て
い
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

小
尾
　
陸
翔

佐
野
　
心
春



34

富士山への
手紙

富士山への
手紙

優秀賞優秀賞

　

ぼ
く
が
富
士
山
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
四
さ
い

ぐ
ら
い
の
時
だ
よ
。
葛
飾
北
斎
の
絵
で
富
士
山
の
こ
と
を
知

っ
た
よ
。
き
れ
い
だ
な
あ
と
思
っ
て
、
す
ご
く
好
き
に
な
っ

た
ん
だ
。
富
士
山
っ
て
き
れ
い
な
ん
だ
ね
。
ず
っ
と
前
、
パ

ン
屋
の
前
を
通
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
に
は
「
富
士
山
の
溶

岩
で
焼
い
た
特
別
な
パ
ン
が
あ
り
ま
す
。」
と
、
書
い
て
あ
っ

た
よ
。
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
な
あ
。
富
士
山
っ
て
き
れ
い
な

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
溶
岩
は
パ
ン
を
焼
く
の
に
も
使
え
る
ん

だ
ね
。
ぼ
く
は
そ
の
時
か
ら
富
士
山
が
大
好
き
に
な
っ
た
よ
。

富
士
山
に
い
つ
か
登
り
た
い
な
。
富
士
山
っ
て
す
ご
い
ね
。

富
士
山
大
好
き
。

　

ま
だ
私
が
小
さ
か
っ
た
頃
、
祖
母
と
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て

い
る
と
、
ざ
く
ろ
が
お
ち
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

私
は
ざ
く
ろ
を
ひ
ろ
い
、
じ
っ
く
り
見
つ
め
て
い
る
と
、
祖

母
が
ざ
く
ろ
は
実
に
な
る
ま
で
に
三
年
も
か
か
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
び
っ
く
り
し
て
ざ
く
ろ
を
電
柱
の

下
に
お
き
な
お
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ふ
と
、
空
を
見
上
げ
る

と
、
頭
に
白
い
小
さ
な
ぼ
う
し
と
、
青
い
大
き
な
コ
ー
ト
を

き
た
富
士
山
が
こ
ち
ら
を
向
い
て
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
も
し
か
し
た
ら
富
士

山
も
ざ
く
ろ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
か
な
。
と
思
い
、
な

ん
だ
か
富
士
山
と
祖
母
と
私
の
三
人
の
ひ
み
つ
が
で
き
た
み

た
い
で
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
祖
母
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
学
校
へ
向
か
う
時
、
ざ
く
ろ

を
見
か
け
る
と
、
祖
母
と
富
士
山
と
の
ひ
み
つ
を
思
い
出
し

ま
す
。
私
に
と
っ
て
富
士
山
は
祖
母
と
私
を
つ
な
ぐ
特
別
な

存
在
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
祖
母
と
富
士
山
で
い
っ
し
ょ
に
、

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部

小
学
生
高
学
年
の
部

東
京
都
大
田
区
立
お
な
づ
か
小
学
校

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

芳
賀
　
早
佑

武
井
　
優
芽
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富
士
山
見
え
る
？
今
年
も
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
に
、

た
く
さ
ん
の
夏
野
菜
が
で
き
た
よ
。
私
の
大
好
き
な
お
く
ら
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
飼
っ
て
い
た
犬
の
リ
ロ
の
大
好
き
な

ミ
ニ
ト
マ
ト
。
き
ゅ
う
り
に
ナ
ス
。
ど
れ
も
お
い
し
そ
う
で

し
ょ
。
今
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
あ
と

を
つ
い
で
作
っ
て
い
る
よ
。

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
畑
仕
事
で
一
休
み
す
る
時
、
い

つ
も
畑
の
石
に
こ
し
か
け
、

「
こ
こ
か
ら
見
え
る
富
士
山
は
き
れ
い
だ
ね
。」

と
、
富
士
山
を
な
が
め
て
い
た
ね
。
今
は
反
対
に
、
富
士
山

か
ら
見
え
る
畑
を
、
富
士
山
と
一
緒
に
見
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

　

そ
ろ
そ
ろ
新
盆
だ
か
ら
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
帰
っ
て

く
る
ね
。
畑
で
と
れ
た
き
ゅ
う
り
と
ナ
ス
で
、
馬
と
牛
を
作

る
か
ら
、
こ
れ
に
乗
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
あ
げ
て
ね
。
私
も
い
つ
か
、
あ
と
を
つ

い
で
、
畑
仕
事
を
す
る
日
が
く
る
の
か
な
？
そ
の
時
は
、
ひ

い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
見
守
っ
て
い
て
ね
。
約
束
だ
よ
、

富
士
山
。

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
東
京
に
住
ん
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
三
月
に
ひ
っ
こ
し
の
手
伝
い
を
し
た
時

に
、
東
京
か
ら
富
士
山
が
見
え
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
す
ご
く
高
い
タ
ワ
ー
に
の
ぼ
れ
ば
見
え

る
ら
し
い
け
ど
、
頭
し
か
見
え
な
い
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
富
士
山
に
見
守
ら
れ
て
育
っ
て
き
た

の
で
、
富
士
山
が
あ
る
の
が
あ
た
り
前
だ
か
ら
で
す
。
お
父

さ
ん
は
さ
び
し
く
な
い
の
？
と
聞
い
た
ら
、
心
に
富
士
山
が

あ
る
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
家
族

と
も
は
な
れ
て
し
ま
う
け
ど
、
心
で
は
い
っ
し
ょ
に
い
る
よ

と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
わ
た
し
は
、
四
月
か
ら
の
生
活
が

不
安
だ
っ
た
け
ど
、
安
心
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
お
父
さ
ん

が
さ
み
し
く
な
っ
た
ら
、
富
士
山
を
は
い
け
い
に
し
た
家
族

の
写
真
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
と
っ
て
送
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い

ま
す
。
わ
た
し
も
い
つ
か
地
元
を
は
な
れ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、
い
つ
も
心
に
富
士
山
を
う
か
べ
て
、
富

士
山
の
よ
う
に
、
ど
っ
し
り
ど
う
ど
う
と
し
た
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

小
学
生
高
学
年
の
部

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

富
士
市
立
丘
小
学
校

石
上
　
心
菜

後
藤
　
咲
耶
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「
我
が
家
の
苗
字
は
源
頼
朝
に
戴
い
た
も
の
だ
よ
。」
と
祖

父
か
ら
伝
え
聞
い
た
の
は
小
学
生
の
時
。
歴
史
に
疎
か
っ
た

私
は
（
へ
ー
そ
う
な
ん
だ
）
程
度
に
し
か
感
じ
な
か
っ
た
。

日
本
史
を
学
び
、
大
河
ド
ラ
マ
で
も
こ
こ
富
士
山
麓
が
舞
台

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
時
、
富
士
山
こ
そ
が

そ
の
歴
史
の
生
き
証
人
な
の
だ
と
思
っ
た
。
富
士
山
は
静
か

に
そ
こ
に
鎮
座
し
な
が
ら
も
時
に
荒
ぶ
り
、
人
々
を
見
守
り

勇
気
づ
け
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
時
は
令
和
。
富
士
山
か
ら
見

た
こ
の
世
界
は
、
平
和
に
見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
頂
上

か
ら
見
え
る
四
方
八
方
の
世
界
は
穏
や
か
で
あ
れ
ば
い
い
な

と
思
う
。
私
は
今
年
高
校
受
験
を
控
え
て
い
る
。
私
の
進
む

未
来
が
安
全
で
平
和
で
あ
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
が
、
自

分
で
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
は
可
能
だ
。
豊
か
な
風
景
と
そ

こ
で
一
生
懸
命
頑
張
る
人
々
の
姿
を
い
つ
ま
で
も
富
士
山
に

見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
思
う
。
い
つ
の
日
か
成
長

し
た
自
分
が
日
本
一
高
い
富
士
山
と
胸
を
張
っ
て
背
比
べ
で

き
る
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
、
今
日
も
ち
ょ
っ
と
だ
け
背

伸
び
を
し
て
み
る
。

　

中
二
の
冬
、
私
は
母
と
喧
嘩
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
て
初

め
て
の
大
喧
嘩
で
、私
は
動
揺
し
て
落
胆
し
て
い
た
。原
因
は
、

お
互
い
の
不
満
の
爆
発
。
成
績
が
伸
び
悩
み
、
人
間
関
係
は

行
き
づ
ま
っ
て
イ
ラ
イ
ラ
が
溜
ま
っ
て
い
た
私
は
、
家
族
に

八
つ
当
た
り
を
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
私
は
母
と
喧

嘩
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
今
ま
で
の
些
細
な
喧
嘩
と
は
違
っ

て
、
そ
の
日
中
に
謝
れ
ず
一
週
間
ぐ
ら
い
は
ほ
と
ん
ど
口
を

き
か
な
い
日
が
続
い
た
。
焦
り
つ
つ
も
、
中
々
素
直
に
な
れ

ず
に
い
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
私
は
用
事
で
隣
町
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。
送
迎
は
も
ち
ろ
ん
母
。
喧
嘩
後
初
の
、
二
人
き
り
の
空

間
。
気
ま
ず
さ
か
ら
、無
言
で
外
を
眺
め
た
。
冬
の
晴
天
の
空
、

溶
け
こ
む
よ
う
そ
び
え
立
つ
富
士
山
が
あ
っ
た
。
雪
の
白
さ

が
よ
く
映
え
て
い
る
。「
き
れ
い
。」
と
思
わ
ず
呟
い
た
。「
で

し
ょ
？
」
と
母
は
隣
で
微
笑
ん
だ
。
拗
れ
て
い
た
仲
は
、
い

と
も
簡
単
に
元
通
り
に
な
っ
た
。
私
達
が
今
、
笑
い
合
え
て

い
る
の
は
富
士
山
の
お
か
げ
だ
。
私
は
富
士
山
に
お
礼
を
言

い
た
い
。

中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

馬
飼
野
　
愛
加

佐
野
　
芙
南
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富士山への
手紙

優秀賞優秀賞
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「
富
士
山
に
向
か
っ
て
歩
き
続
け
た
ら
ど
こ
ま
で
行
け
る

か
な
？
」
小
学
生
の
時
、
私
と
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
そ
ん
な
こ

と
を
疑
問
に
思
っ
て
二
人
で
犬
も
連
れ
て
歩
き
続
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
の
か
今

は
わ
か
ら
な
い
け
ど
「
山
梨
ま
で
行
っ
ち
ゃ
う
か
も
〜
」
と

か
ふ
ざ
け
な
が
ら
二
人
と
一
匹
の
小
さ
い
挑
戦
が
始
ま
り
ま

す
。
い
つ
も
遠
い
よ
う
に
感
じ
て
い
た
富
士
山
が
、
そ
の
時

は
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
ず
っ
と
歩
き

続
け
て
い
く
と
、
道
が
ギ
リ
ギ
リ
あ
る
く
ら
い
の
薄
暗
い
林

に
つ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
引
き
下
が
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
勇
気
を
出
し
て
二
人
と
一
匹
は
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

林
の
中
に
入
る
と
目
印
だ
っ
た
富
士
山
が
見
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
は
勇
気
を
出
し
た
は
ず
な
の
に
、
急
に
不
安

に
な
っ
て
、
引
き
返
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
林
を
出
る
と
大

き
な
富
士
山
が
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
す
ご
く
安
心
し
ま

し
た
。
小
さ
な
挑
戦
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
私
は

（
富
士
山
っ
て
こ
ん
な
に
安
心
感
が
あ
る
の
だ
な
）
と
知
り

ま
し
た
。

　

五
十
年
以
上
も
前
の
思
い
出
の
富
士
登
山
は
、
両
親
三
十

代
後
半
私
中
一
弟
小
五
の
夏
休
み
の
時
だ
っ
た
。

　

心
臓
病
の
父
が
自
分
の
体
力
を
試
し
た
い
と
思
い
立
っ
て

決
め
た
。
お
浅
間
さ
ん
で
金
剛
杖
を
買
い
タ
ク
シ
ー
で
五
合

目
ま
で
行
く
。
母
は
日
焼
け
に
悩
ま
さ
れ
、
弟
は
高
山
病
に

な
り
途
中
父
に
背
負
わ
れ
な
が
ら
の
登
山
で
今
思
う
と
二
人

共
よ
く
頑
張
っ
た
も
の
だ
。
下
山
す
る
人
達
の
「
ガ
ン
バ
ッ

テ
。」
の
声
に
励
ま
さ
れ
四
人
揃
っ
て
初
登
頂
。
雲
を
眼
下
に

み
て
日
本
一
の
富
士
山
に
登
っ
て
い
る
ん
だ
と
実
感
し
た
。

　

そ
の
父
が
思
い
出
の
富
士
登
山
と
時
を
同
じ
く
し
た
こ
の

夏
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
生
前
同
居
の
嫁
さ
ん
に
富
士
登
山
の

話
を
何
回
か
し
て
い
た
そ
う
で
父
に
と
っ
て
も
大
切
な
思
い

出
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

自
由
な
身
に
な
っ
た
父
は
（
み
ん
な
達
者
で
な
。）
と
ど
こ

か
で
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

富
士
登
山
は
後
に
私
達
が
、
平
凡
だ
け
ど
幸
せ
を
感
じ
た

記
念
で
も
あ
る
。

　

今
日
の
富
士
山
は
青
さ
が
一
段
と
引
き
立
ち
清
々
し
い
。

中
学
生
の
部

高
校
生
・
成
人
の
部

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市

酒
井
　
菜
桜

井
出
　
利
枝
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い
つ
も
、
ふ
じ
さ
ん
を
み
る
と
し
あ

わ
せ
に
な
る
よ
。
ふ
じ
さ
ん
き
れ
い
だ

し
か
っ
こ
い
い
よ
。

　

ふ
じ
さ
ん
の
お
み
ず
は
と
う
め
い
で

つ
め
た
く
て
の
ん
だ
ら
お
い
し
か
っ
た

よ
。
ふ
じ
さ
ん
の
お
み
ず
が
か
わ
に
な

っ
て
る
な
ん
て
は
じ
め
て
し
っ
た
よ
。

　

お
せ
ん
げ
ん
さ
ん
の
わ
き
み
ず
も
ふ

じ
さ
ん
の
お
み
ず
な
ん
だ
ね
。
そ
こ

に
よ
く
み
ず
あ
そ
び
に
い
く
と
つ
め
た

く
て
き
も
ち
い
い
よ
。
ふ
じ
さ
ん
、
い

つ
も
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
だ
い

す
き
な
ふ
じ
さ
ん
を
い
つ
も
み
て
い
る

よ
。
ふ
じ
さ
ん
も
み
ま
も
っ
て
て
ね
。

　

ぼ
く
の
お
う
ち
の
う
し
ろ
に
あ
る
ふ

じ
さ
ん
は
、
す
ご
く
お
お
き
く
て
か
っ

こ
い
い
よ
。
あ
さ
が
っ
こ
う
に
い
く
と

き
い
つ
も
み
え
る
よ
。
ふ
じ
さ
ん
は
、

ぼ
く
が
が
っ
こ
う
に
い
く
と
き
も
か
え

る
と
き
も
い
つ
も
い
っ
し
ょ
だ
ね
。
ぼ

く
が
が
っ
こ
う
に
い
く
と
き
は
う
し
ろ

か
ら
つ
い
て
き
て
、
か
え
る
と
き
は
ぼ

く
の
ま
え
を
あ
る
い
て
い
る
ね
。
ぼ
く

が
し
ょ
う
が
っ
こ
う
ろ
く
ね
ん
せ
い
に

な
る
ま
で
ず
っ
と
つ
い
て
き
て
ね
。

　

ふ
じ
さ
ん
。
ぼ
く
は
、
い
ち
ね
ん
せ

い
に
な
っ
た
よ
。
ま
い
に
ち
、
お
ね
え

ち
ゃ
ん
と
、
が
っ
こ
う
へ
あ
る
い
て
い

っ
て
い
る
よ
。
し
ょ
う
が
っ
こ
う
に
は
、

こ
れ
か
ら
ろ
く
ね
ん
、
か
よ
う
よ
。
ラ

ン
ド
セ
ル
は
、
お
も
た
い
け
ど
、
が
ん

ば
っ
て
、
せ
お
っ
て
あ
る
い
て
い
る
よ
。

ろ
く
ね
ん
、
あ
る
い
て
か
よ
っ
た
ら
、

な
ん
ご
う
め
く
ら
い
に
な
る
の
か
な
。

そ
の
こ
ろ
に
は
、
せ
も
の
び
て
、
で
き

る
こ
と
も
、
た
く
さ
ん
ふ
え
て
い
る
か

な
。
た
の
し
み
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
、

ず
っ
と
、
み
ま
も
っ
て
い
て
ね
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

望
月
　
純

松
本
　
涼
之
介

大
道
　
丈
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ぼ
く
は
、
今
年
ふ
じ
山
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
ふ
じ
山
の
て
っ
ぺ
ん
を
め
ざ
し

て
ま
い
年
す
こ
し
ず
つ
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
八
合
目
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

で
も
今
年
は
妹
が
し
ん
七
合
目
で
マ
マ

と
か
え
っ
ち
ゃ
っ
た
の
で
の
ぼ
る
元
気

が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
パ
パ
と
が
ん

そ
七
合
目
ま
で
の
ぼ
り
ま
し
た
。
と
ち

ゅ
う
で
三
千
メ
ー
ト
ル
の
か
ん
ば
ん
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
し
ゃ
し
ん
を
と

り
ま
し
た
。
八
合
目
ま
で
の
ぼ
れ
な
く

て
く
や
し
か
っ
た
で
す
。
ら
い
年
も
が

ん
ば
り
ま
す
。

　

ふ
じ
さ
ん
げ
ん
き
？
八
が
つ
の
十
七

に
ち
に
プ
ー
ル
に
い
っ
た
よ
！
プ
ー

ル
で
は
じ
め
て
ス
ラ
イ
ダ
ー
に
の
っ
た

よ
！
い
ち
ば
ん
た
か
い
ス
ラ
イ
ダ
ー
に

の
っ
た
よ
！
の
ぼ
る
と
き
わ
く
わ
く
し

た
よ
。
の
ぼ
っ
た
ら
て
っ
ぺ
ん
か
ら
ふ

じ
さ
ん
が
み
え
た
よ
。
て
っ
ぺ
ん
か
ら

み
る
ふ
じ
さ
ん
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た

よ
。
シ
ュ
ー
っ
と
す
べ
っ
た
ら
、
こ
え

が
よ
く
ひ
び
い
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

よ
！
ふ
じ
さ
ん
に
も
き
こ
え
た
か
な
。

ま
た
ら
い
ね
ん
も
い
き
た
い
な
。

　

ぼ
く
は
今
、
富
士
山
の
見
え
な
い
し

ま
ね
け
ん
に
き
て
い
て
、
あ
ん
な
に
せ

の
た
か
い
富
士
山
が
見
え
な
い
こ
と
に

お
ど
ろ
い
た
よ
。

　

し
ま
ね
け
ん
の
山
は
、
た
て
に
は
ひ

く
く
て
、
よ
こ
に
は
長
い
よ
う
に
見
え

る
よ
。
富
士
山
み
た
い
に
き
れ
い
で
大

き
な
三
か
く
の
山
は
な
く
っ
て
、
す
こ

し
さ
み
し
く
か
ん
じ
た
よ
。
今
ま
で
は

富
士
山
が
あ
る
の
は
あ
た
り
ま
え
に
か

ん
じ
て
い
た
け
れ
ど
、
富
士
山
は
や
っ

ぱ
り
と
く
べ
つ
な
山
だ
と
気
づ
い
た

よ
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
、
富
士
山
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

青
野
　
樹

赤
池
　
夏
葉

上
田
　
悠
晴
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「
あ
っ
!!
見
い
つ
け
た
。」

こ
の
夏
休
み
に
キ
ミ
の
近
く
の
森
の
中

で
、
大
き
な
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
見

つ
け
た
ん
だ
よ
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

な
生
き
物
を
見
つ
け
た
よ
。
お
父
さ
ん

が
、
キ
ミ
が
い
る
か
ら
動
物
も
植
物
も

人
間
も
生
き
て
い
け
る
ん
だ
よ
っ
て
言

っ
て
た
よ
。
き
れ
い
な
水
や
空
気
が
あ

る
の
も
キ
ミ
の
お
か
げ
な
ん
だ
っ
て
。

　

キ
ミ
か
ら
見
た
ら
、
ぼ
く
た
ち
人
間

は
ど
ん
な
ふ
う
に
見
え
て
い
る
の
か

な
。

「
あ
っ
!!
見
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
た
。」

　

富
士
山
、
い
つ
も
ぼ
く
の
こ
と
を
お

う
え
ん
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ぼ

く
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
、
日
本
だ
い

表
の
サ
ッ
カ
ー
せ
ん
手
に
な
っ
て
、
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
ゆ
う
し
ょ
う
す
る
こ

と
だ
よ
。
そ
の
た
め
に
、
毎
朝
早
く
お

き
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る

よ
。
げ
ん
か
ん
を
出
た
と
き
に
、
富
士

山
を
見
る
と
ぼ
く
も
、「
日
本
一
に
な

る
た
め
に
が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
、
や
る

気
が
出
て
く
る
よ
。
富
士
山
、
こ
れ
か

ら
も
、
ぼ
く
の
こ
と
を
お
う
え
ん
し
て

ね
。
ぼ
く
も
サ
ッ
カ
ー
が
ん
ば
る
ね
。

　

ぼ
く
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
す
き
で

す
。
い
つ
も
や
さ
し
く
て
、
竹
の
子
を

い
っ
し
ょ
に
ほ
っ
た
り
、
し
ょ
う
ぎ
を

う
っ
た
り
、
お
ふ
ろ
に
入
る
と
、
か
な

ら
ず
英
語
で
二
十
一
ま
で
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
分
か
る
ま
で
何
回
も
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
一
月
に
な
く
な
っ
て
か

な
し
か
っ
た
で
す
。
天
国
に
行
っ
て
し

ま
っ
て
さ
み
し
い
け
れ
ど
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
、
さ
く
や
ひ
め
と
い
っ
し
ょ
に
、

ぼ
く
た
ち
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い
て
く

れ
て
い
る
か
な
。
今
は
、
三
十
九
ま
で

英
語
で
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

稲
葉
　
湊
一

土
𣘺
　
律
希

佐
野
　
優
真
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わ
た
し
の
家
は
、
富
士
山
の
ふ
も
と

の
富
士
市
に
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
富
士

山
に
見
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

　

小
さ
い
時
か
ら
お
母
さ
ん
が
、「
も

し
も
道
に
ま
よ
っ
た
ら
、
富
士
山
を
め

が
け
て
行
け
ば
帰
れ
る
か
ら
ね
。」
と

言
っ
て
い
た
の
で
、
出
か
け
る
と
つ
い
、

富
士
山
は
ど
っ
ち
の
方
向
か
な
、
と
さ

が
す
ク
セ
が
つ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
弟

が
い
る
の
で
、
今
度
は
弟
に
も
お
母
さ

ん
の
言
葉
を
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

富
士
山
、
ず
っ
と
わ
た
し
の
道
し
る

べ
で
い
て
ね
。

　

ぼ
く
は
、
春
に
み
や
こ
じ
ま
か
ら
ひ

っ
こ
し
て
き
ま
し
た
。
ふ
じ
山
が
大
き

く
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
ふ
じ
山

と
み
や
こ
じ
ま
の
大
き
さ
を
し
ら
べ
た

ら
、
ふ
じ
山
が
大
き
い
と
わ
か
っ
て
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
く
も
の
上
や
町
が

い
つ
も
見
え
る
か
ら
か
っ
こ
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
小
学
校
の
二
年
生
に
百
人

目
に
て
ん
校
し
て
き
ま
し
た
。「
一
年

生
に
な
っ
た
ら
」
の
う
た
の
よ
う
に
、

お
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ふ
じ
山
の

上
で
お
に
ぎ
り
を
た
べ
て
み
た
い
で

す
。
そ
の
時
は
い
っ
し
ょ
に
お
に
ぎ
り

を
た
べ
よ
う
ね
。
た
の
し
み
に
し
て
い

る
よ
。

　

わ
た
し
の
家
の
二
か
い
の
ま
ど
は
ほ

か
の
ま
ど
よ
り
す
こ
し
大
き
い
サ
イ
ズ

の
ま
ど
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ

の
ま
ど
か
ら
と
て
も
大
き
く
て
き
れ
い

な
ふ
じ
山
が
見
え
る
か
ら
で
す
。
お
父

さ
ん
が
大
工
さ
ん
に
こ
こ
の
ま
ど
だ
け

大
き
く
し
て
ほ
し
い
と
お
ね
が
い
し
た

そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
は
夏
の
夜
に
ふ
じ
山
を
見
る

の
が
す
き
で
す
。
山
ご
や
の
あ
か
り
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
ほ
う
石
み
た
い
で
す
。

い
つ
か
ふ
じ
山
に
の
ぼ
っ
て
星
の
キ
ラ

キ
ラ
も
み
た
い
で
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
市
立
今
泉
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

臼
杵
　
真
由

与
儀
　
衛
人

鈴
木
　
も
も
な
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生
活
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
で
、
は
じ
め
て

や
さ
い
を
育
て
た
よ
。
わ
た
し
は
、
大

す
き
な
オ
ク
ラ
を
う
え
た
よ
。
大
き
く

て
き
れ
い
な
花
が
さ
い
た
あ
と
、
オ
ク

ラ
の
み
が
さ
か
さ
ま
に
で
き
て
い
て
ビ

ッ
ク
リ
し
た
よ
。
ま
る
で
ふ
じ
山
に
む

か
っ
て
さ
か
立
ち
し
て
い
る
み
た
い
。

　

ふ
じ
山
っ
て
ま
ほ
う
つ
か
い
だ
ね
。

ま
い
日
ふ
じ
山
の
水
を
あ
げ
て
お
せ
わ

を
し
た
ら
、
と
ー
っ
て
も
お
い
し
い
オ

ク
ラ
に
な
っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
。
ら

い
年
は
ス
イ
カ
を
育
て
た
い
な
。
よ
ろ

し
く
ね
。

　
　
　

ふ
じ
さ
ん
へ

　

わ
た
し
の
き
ょ
う
と
に
す
ん
で
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
ふ
じ
さ
ん
を
の
ぼ

っ
た
の
は
お
ぼ
え
て
ま
す
か
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
ふ
じ
さ
ん
の
こ
と
が
だ
い
す

き
で
す
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
の
か
い
た

ふ
じ
さ
ん
の
え
を
と
き
ど
き
お
く
り
ま

す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
よ
ろ
こ

び
ま
す
。

　

い
つ
か
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ふ
じ
さ
ん

に
の
ぼ
り
に
い
き
ま
す
ね
。
そ
の
ひ
を

た
の
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、

仕
事
で
つ
か
れ
た
時
や
い
え
の
こ
と
、

ぼ
く
た
ち
の
こ
と
で
、
も
っ
と
パ
ワ
ー

が
ほ
し
い
時
は
、
お
せ
ん
げ
ん
さ
ん
の

中
に
あ
る
「
富
士
山
ご
れ
い
水
」
に
行

き
ま
す
。
ぼ
く
も
、
ご
れ
い
水
を
く
ん

で
、
手
足
に
か
け
て
み
た
ら
つ
め
た
く

て
気
持
ち
よ
く
て
、
体
が
か
る
く
な
っ

た
気
が
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
り
く
上

を
な
ら
っ
て
い
る
け
ど
、
富
士
山
の
力

で
は
や
く
走
れ
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
富
士
山
の
わ
き
水

パ
ワ
ー
で
、
元
気
に
す
ご
し
た
い
で
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

富
士
市
立
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

三
上
　
琴
羽

寅
澤
　
愛
生

大
内
　
湊
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あ
り
が
と
う
、
ふ
じ
山

　

ふ
じ
山
の
お
水
が
あ
る
か
ら
、
妹
が

の
む
ミ
ル
ク
を
お
い
し
く
作
れ
る
よ
。

妹
は
、
ふ
じ
山
の
お
水
で
作
る
ミ
ル
ク

が
大
す
き
だ
か
ら
、
ミ
ル
ク
を
の
む
と

え
が
お
に
な
る
よ
。
自
分
も
ふ
じ
山
の

お
水
で
作
っ
た
ミ
ル
ク
を
の
ん
で
大
き

く
せ
い
長
で
き
た
か
ら
う
れ
し
い
よ
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が
え
顔
で
の

め
る
安
心
で
と
く
べ
つ
な
お
水
を
と
ど

け
て
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
も
ふ
じ
山
あ
り
が
と
う
。

　

ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
く
る
ま
や
さ
ん
に

な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

く
る
ま
や
さ
ん
を
し
て
い
る
お
と
う
さ

ん
み
た
い
に
、
か
っ
こ
よ
く
な
り
た
い

か
ら
で
す
。

　

お
と
う
さ
ん
の
く
る
ま
や
さ
ん
は
、

ふ
じ
さ
ん
の
ち
か
く
に
あ
り
ま
す
。
い

つ
も
ふ
じ
さ
ん
は
ぼ
く
に

「
が
ん
ば
れ
！
」

と
、
い
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

ぼ
く
は
、
お
と
う
さ
ん
よ
り
も
、
ふ
じ

さ
ん
よ
り
も
、
か
っ
こ
よ
く
な
る
か
ら

ね
！

　

富
士
山
へ
。
私
は
二
年
生
の
時
か
ら

イ
ン
ド
ぶ
よ
う
を
習
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
夏
に
は
じ
め
て
か
ぐ
や
ひ
め
の
ぶ

台
に
出
ま
す
。
私
は
天
の
つ
か
い
の
や

く
で
、
か
ぐ
や
ひ
め
の
お
じ
い
さ
ん
に

ふ
ろ
う
ふ
し
の
く
す
り
を
渡
し
ま
す
。

私
は
、
は
じ
め
て
か
ぐ
や
ひ
め
の
話
に

富
士
山
が
出
て
く
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
富
士
山
に
は
女
の
山
の
神
さ
ま
が

い
る
そ
う
で
す
。
も
っ
と
お
ど
り
の
練

習
を
し
て
、
山
の
神
さ
ま
が
よ
ろ
こ
ん

で
く
れ
る
よ
う
な
、
す
て
き
な
ぶ
台
に

し
た
い
で
す
。
富
士
山
見
て
い
て
く
だ

さ
い
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

宮
野
　
紗
貴

遠
藤
　
潮

渡
邊
　
杏
花
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ぼ
く
は
、
き
み
に
登
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

げ
ん
か
ん
に
、
パ
パ
と
マ
マ
が
、
き
み

の
て
っ
ぺ
ん
で
、
と
っ
た
し
ゃ
し
ん
が
あ

る
。

　

い
い
な
ぁ
、
登
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
登
山
部
で
、
何
回
も

き
み
に
登
っ
て
い
る
。
五
合
目
か
ら
、
て

っ
ぺ
ん
ま
で
二
時
間
ぐ
ら
い
で
登
っ
た
ん

だ
っ
て
。

　

い
い
な
ぁ
、
登
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。

　

ぼ
く
が
、
き
み
に
登
る
時
は
、
ゆ
っ
く

り
登
り
た
い
。
ぼ
く
は
、
き
み
を
遠
く
か

ら
い
つ
も
見
て
る
け
ど
、
近
く
に
い
っ
て

登
る
時
に
は
、
ゆ
っ
く
り
登
り
た
い
。

　

さ
か
は
、
き
ゅ
う
で
た
い
へ
ん
な
の
か

な
。

　

ど
ん
な
土
や
す
な
か
な
。

　

ふ
ん
火
し
た
時
の
石
は
、
ど
ん
な
か
ん

じ
か
な
。

　

さ
む
い
の
か
な
、
あ
つ
い
の
か
な
。

　

て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
見
た
け
し
き
は
ど
ん

な
か
な
。
き
み
の
い
ろ
ん
な
所
を
か
ん
じ

て
み
た
い
か
ら
、
ぼ
く
は
、
ゆ
っ
く
り
登

り
た
い
。

　

ぼ
く
が
行
く
ま
で
ま
っ
て
て
ね
。

　

ふ
じ
山
、
い
つ
も
み
ん
な
の
こ
と
を

見
守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
一
週
間
、
お
兄
ち

ゃ
ん
の
び
ょ
う
い
ん
じ
ゅ
し
ん
で
、
き

ょ
う
と
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
。
か
え
っ

て
き
て
、
ふ
じ
山
が
見
え
た
時
は
、
う

れ
し
く
て
、
ふ
じ
山
が
、

「
お
か
え
り
な
さ
い
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
気
が
し
て
、
す
ご

く
気
も
ち
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し

た
。
ぼ
く
に
と
っ
て
、
ふ
じ
山
は
た
か

ら
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
ぼ
く
も
ふ

じ
山
の
よ
う
な
、
や
さ
し
い
人
に
な
り

た
い
で
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部

富
士
市
立
広
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

竹
内
　
結
仁

渡
邊
　
陽
日



45

富士山への
手紙

富士山への
手紙

佳　作佳　作

　

ぼ
く
の
家
の
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
富
士
山
を

見
る
た
め
の
、
大
き
な
ま
ど
が
あ
り
ま
す
。

富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る
場
所
を
ず
っ
と

さ
が
し
て
い
て
、
二
年
前
に
家
を
た
て
ま
し

た
。
ぼ
く
の
家
は
、
富
士
山
の
事
を
よ
く
考

え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
富
士
山
が

よ
く
見
え
る
よ
う
に
二
階
に
リ
ビ
ン
グ
が
あ

り
ま
す
。
き
れ
い
な
景
色
を
見
な
が
ら
食
事

が
で
き
ま
す
。
庭
に
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

丸
太
で
作
っ
た
ベ
ン
チ
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く

は
、
「
富
士
見
ベ
ン
チ
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

家
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
富
士
山
を
見
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
お
す
す
め
の
富
士
山
は
三
つ
で
す
。

ま
ず
、
こ
う
葉
し
た
富
士
山
。
次
は
、
前
の

夜
に
雪
が
ふ
っ
た
ば
か
り
の
モ
フ
モ
フ
富
士

山
。
そ
し
て
、
夕
陽
が
反
し
ゃ
す
る
紅
富
士
。

ど
れ
も
き
れ
い
で
す
。
で
も
パ
ー
ル
富
士
は

時
間
や
天
気
に
よ
っ
て
な
か
な
か
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
き
れ
い
な
満
月
が
富
士
山
ち
ょ
う
か

ら
で
て
く
る
の
を
い
つ
か
見
て
み
た
い
で
す
。

　

富
士
山
。
私
は
、
生
ま
れ
た
こ
ろ
か
ら
あ

た
り
前
の
よ
う
に
富
士
山
を
見
て
い
ま
す
。

で
も
、
他
の
県
か
ら
来
る
人
は
富
士
山
め
あ

て
に
か
ん
光
に
来
た
り
、
た
く
さ
ん
写
真
を

と
る
す
が
た
を
よ
く
見
ま
す
。

　

七
月
に
入
っ
て
、
大
渕
街
道
を
リ
ュ
ッ
ク

を
せ
お
っ
て
富
士
山
に
向
か
っ
て
歩
く
人
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
田
子
の
う
ら
か
ら
富
士

山
の
ち
ょ
う
上
ま
で
三
ぱ
く
四
日
で
歩
き
続

け
る
そ
う
で
す
。
去
年
ま
で
は
あ
ま
り
見
か

け
な
か
っ
た
け
ど
、
今
年
は
毎
日
の
様
に
見

る
の
で
、
富
士
山
の
人
気
は
す
ご
い
な
、
と

思
い
ま
し
た
。
中
に
は
外
国
人
も
い
ま
す
。

富
士
山
に
登
る
た
め
だ
け
に
日
本
に
来
る
外

国
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
登
山
を
し

ま
す
。
私
も
い
つ
も
さ
そ
わ
れ
ま
す
。
い
つ

か
は
家
族
で
登
っ
て
み
た
い
で
す
。
で
も
富

士
山
に
は
強
い
気
持
ち
が
な
い
と
登
れ
な
い

そ
う
で
す
。
習
い
事
の
バ
レ
ー
を
が
ん
ば
っ

て
、
ば
て
な
い
よ
う
に
体
力
を
し
っ
か
り
つ

け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
富
士
山
。

　

ぼ
く
は
富
士
山
み
た
い
に
な
り
た
い
ん
だ
。

　

富
士
山
は
、
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
、
日

本
一
高
い
山
な
ん
だ
よ
。
人
気
者
で
、
す
ご

い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

ま
ず
、
富
士
山
み
た
い
に
高
く
な
り
た
い

ん
だ
。
つ
ま
り
、
身
長
が
高
く
な
り
た
い
ん

だ
。
せ
が
高
い
と
か
っ
こ
い
い
し
、
見
ら
れ

な
か
っ
た
景
色
が
見
ら
れ
る
か
ら
富
士
山
み

た
い
に
高
く
な
り
た
い
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
富
士
山
は
大
き
い
か
ら
富
士
山

の
よ
う
に
心
が
大
き
く
な
り
た
い
ん
だ
。
心

が
大
き
く
な
れ
ば
ポ
カ
ポ
カ
言
葉
を
い
っ
ぱ

い
使
え
て
、
友
達
も
ぼ
く
も
う
れ
し
く
な
る

か
ら
心
が
大
き
く
な
り
た
い
ん
だ
。

　

ぼ
く
、
富
士
山
を
見
て
い
る
と
元
気
に
な

っ
て
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
。

ぼ
く
も
、
周
り
の
人
を
元
気
に
さ
せ
ら
れ
る

人
に
な
り
た
い
な
。
こ
れ
か
ら
も
、
富
士
山

を
見
て
元
気
い
っ
ぱ
い
、
勉
強
が
ん
ば
る
よ
。

富
士
山
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
人
穴
小
学
校

富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

安
中
　
万
治
朗

渡
邉
　
華
乃

久
保
川
　
颯
太
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富
士
山
へ

　

い
つ
も
私
達
を
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
私
は
毎
朝
、
学
校
へ
行
く
時
、
富
士

山
を
見
ま
す
。
通
学
路
の
茶
畑
か
ら
見
え
る

富
士
山
が
大
好
き
で
す
。
毎
日
、

　
「
い
っ
て
き
ま
す
。」
と
「
た
だ
い
ま
。」

を
富
士
山
に
言
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
東
京
と
伊
東
に
旅
行

に
行
き
ま
し
た
。
東
京
タ
ワ
ー
に
登
っ
て
も
、

富
士
山
を
探
し
て
し
ま
い
ま
す
。
小
室
山
で

も
、
つ
い
つ
い
富
士
山
を
探
し
て
し
ま
い
ま

す
。
富
士
宮
か
ら
は
な
れ
て
も
、
い
つ
も
よ

り
小
さ
い
富
士
山
だ
け
ど
、
見
え
る
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

　

山
梨
に
も
行
き
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違

う
形
の
大
き
な
富
士
山
が
見
え
ま
し
た
。
で

も
、
私
は
通
学
路
か
ら
見
る
富
士
山
が
一
番

好
き
で
す
。

　

そ
し
て
帰
り
道
に
、
車
の
中
か
ら
富
士
山

が
見
え
る
と
（
家
に
帰
っ
て
き
た
な
。）
と

実
感
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
達
を
見
守
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。

　

富
士
山
が
あ
り
、
日
本
一
の
あ
る
世
界
遺

産
の
町
、
富
士
宮
市
。
四
季
折
々
の
富
士
山

を
三
百
六
十
五
日
、
ず
ー
っ
と
眺
め
ら
れ
、

富
士
宮
や
き
そ
ば
と
い
う
美
味
し
い
料
理
も

あ
り
、
僕
は
、
日
本
一
い
い
町
で
は
な
い
の

か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
必
ず
来
る
台

風
も
、
な
ぜ
か
富
士
宮
市
は
あ
ま
り
被
害
は

な
く
、
富
士
山
に
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
富
士
山
が
無
け
れ
ば
、
こ
の
町

は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
と
不
意
に
思
い
ま

し
た
。
町
は
皆
、
富
士
山
に
誇
り
を
持
っ
て

い
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、
富
士
山

色
の
青
と
白
に
染
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

富
士
山
が
無
け
れ
ば
、
こ
の
光
景
は
見
れ
な

い
し
、
観
光
客
も
い
な
い
、
た
だ
の
町
で
す
。

　

富
士
山
に
は
、「
あ
り
が
と
う
」
の
五
文

字
じ
ゃ
伝
え
き
れ
な
い
ほ
ど
感
謝
し
て
い
る

し
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
大
勢
の
人

に
も
知
っ
て
欲
し
く
、
い
つ
ま
で
も
日
本
一

の
町
と
言
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
沖
縄
で
生
ま
れ
て
三
年
前
に
富

士
宮
に
来
ま
し
た
。
沖
縄
で
は
ぜ
っ
た
い
見

え
な
い
富
士
山
が
目
の
前
に
大
き
く
立
つ
姿

に
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。
今
年
は
富
士
山
が

世
界
文
化
遺
産
登
録
か
ら
十
年
の
年
。
ぼ
く

も
生
ま
れ
て
十
年
。
と
て
も
親
近
感
が
わ
い

て
き
ま
す
。
ぼ
く
は
今
年
の
夏
、
初
め
て
富

士
山
に
登
り
ま
し
た
。
五
合
目
で
ゴ
ミ
袋
を

も
ら
い
ま
し
た
。
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
ひ
ろ

う
た
め
で
す
。
富
士
山
を
み
ん
な
で
キ
レ
イ

に
す
る
こ
と
で
山
が
キ
レ
イ
に
な
る
。
山
が

キ
レ
イ
に
な
る
と
富
士
山
か
ら
湧
き
出
る
水

も
キ
レ
イ
に
な
る
。
そ
れ
を
飲
む
人
間
も
よ

ろ
こ
ぶ
。
富
士
山
の
湧
き
水
は
海
に
つ
な
が

り
世
界
に
広
が
り
ま
す
。
だ
か
ら
富
士
山
を

キ
レ
イ
に
す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
ぼ
く
の
近
く
に
い
る
富
士
山
。
い

つ
ま
で
も
キ
レ
イ
に
ど
う
ど
う
と
立
っ
て
い

て
ほ
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
が
富
士
山
に
で
き
る
こ
と
は
自
然
の

め
ぐ
み
に
感
謝
し
ぼ
く
の
子
ど
も
に
も
富
士

山
が
キ
レ
イ
で
い
る
意
味
を
伝
え
て
い
く
事

で
す
。
毎
日
ぼ
く
を
見
て
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

松
本
　
百
彩

谷
口
　
獅
恩

木
谷
　
南
翔
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富
士
山
、
私
は
、
富
士
山
と
書
い
て
『
フ

ジ
ヤ
マ
』
と
い
う
チ
ー
ム
名
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
四
年
生
か

ら
始
め
て
、
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
で
は
、

週
五
回
練
習
し
て
い
ま
す
。
夜
の
練
習
か
ら

帰
っ
て
く
る
と
、
光
り
か
が
や
く
富
士
山
の

山
小
屋
や
登
山
客
の
明
か
り
が
、
私
に
パ
ワ

ー
を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
る
で
、
富
士

山
か
ら
、
私
の
が
ん
ば
り
が
見
え
て
い
る
よ

う
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　

試
合
で
は
、
一
回
戦
は
勝
て
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル

ス
と
も
に
二
回
戦
の
か
べ
を
な
か
な
か
打
ち

や
ぶ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
今

の
目
標
は
、
二
回
戦
を
勝
ち
ぬ
く
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
三
回
戦
・
四
回
戦
と
進
み
、
県
ラ

ン
キ
ン
グ
八
位
以
内
に
入
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
毎
日
の
練
習
を
コ
ツ
コ
ツ
重
ね

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
は
、
夢
の
全

国
の
ぶ
台
へ
行
き
、
富
士
山
の
よ
う
に
、『
日

本
一
』
に
な
り
た
い
で
す
。
富
士
山
、
こ
れ

か
ら
も
、
日
本
一
高
い
所
か
ら
エ
ー
ル
を
送

っ
て
下
さ
い
。

　

富
士
山
は
、
家
族
の
よ
う
な
存
在
だ
。
い

つ
も
そ
ば
に
い
る
の
が
あ
た
り
ま
え
で
、
い

て
く
れ
る
こ
と
で
気
持
ち
が
ホ
ッ
と
安
心
で

き
る
か
ら
。
富
士
山
は
何
も
し
ゃ
べ
ら
な
い

け
れ
ど
、
毎
日
同
じ
場
所
か
ら
こ
っ
ち
を
見

て
い
る
。
そ
し
て
、
心
に
語
り
か
け
る
。

「
い
つ
だ
っ
て
こ
こ
に
い
る
よ
。
ず
っ
と
見

守
っ
て
い
る
か
ら
ね
。」

そ
う
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
私
は
今
日
も

堂
々
と
し
た
立
派
な
富
士
山
を
生
で
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
幸
せ
だ
な
ぁ
と
思
う
。
生
ま

れ
て
か
ら
ま
だ
一
度
も
本
物
の
富
士
山
を
見

た
こ
と
が
な
い
人
も
い
る
の
を
考
え
る
と
、

あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
中
で
普
通
に
生
活
で
き

る
あ
り
が
た
さ
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
る
の
だ
。
富
士
山
は

ど
ん
な
時
代
で
も
み
ん
な
に
愛
さ
れ
敬
わ
れ

て
、
人
々
に
感
動
や
生
き
る
力
を
与
え
て
く

れ
る
山
。
大
昔
か
ら
自
然
の
ま
ま
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
で
そ
こ
に
立
ち
続
け
て
き
た
。
富

士
山
は
教
え
て
く
れ
る
。
決
し
て
い
ば
ら
ず
、

欲
ば
ら
ず
、
自
分
に
正
直
に
生
き
な
さ
い
と
。

命
を
大
切
に
、
胸
を
は
っ
て
前
へ
進
み
な
さ

い
と
。

　

わ
た
し
は
、
三
月
に
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

活
動
で
近
江
八
幡
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時

に
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
話
を
学
び
ま
し
た
。

昔
、
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
と
よ
ば
れ
る
巨
人
が
、

近
江
の
土
を
ほ
っ
て
富
士
山
を
作
り
、
ほ
っ

た
あ
と
が
び
わ
湖
に
な
っ
た
と
い
う
お
話
で

す
。
び
わ
湖
は
と
て
も
大
き
く
て
海
み
た
い

に
見
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
大
き
な
湖
の
土

の
分
が
富
士
山
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う

と
、
富
士
山
が
日
本
一
高
く
、
大
き
い
わ
け

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で

富
士
山
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し

た
。
富
士
山
に
は
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

動
物
た
ち
も
困
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
環
境
だ
と
、
富
士
山
も
嫌
な
気
持
ち
に
な

っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
人

間
が
、
き
れ
い
な
富
士
山
を
よ
ご
し
て
し
ま

っ
た
ら
い
つ
か
富
士
山
が
お
こ
っ
て
ふ
ん
か

す
る
の
で
は
な
い
か
と
少
し
こ
わ
く
な
り
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
そ
の
き
れ
い
な
姿
の
ま
ま

わ
た
し
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
。
そ

の
た
め
に
み
ん
な
で
、
富
士
山
を
き
れ
い
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

篠
原
　
彩
希

遠
藤
　
美
里

矢
部
　
凛
和
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ぼ
く
は
、
五
月
か
ら
友
達
を
さ
そ
い
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
練
習

す
る
所
か
ら
き
れ
い
な
富
士
山
が
見
え
ま
す
。

あ
る
日
富
士
山
は
ぼ
く
に
ゆ
う
気
を
く
れ
ま

し
た
。
五
、六
年
生
は
ド
リ
ブ
ル
が
上
手
に

で
き
る
の
に
ぼ
く
は
ボ
ー
ル
が
に
げ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
気
持
ち
が
落
ち
こ
ん
で
い

る
時
運
動
場
へ
行
き
、
富
士
山
と
会
話
を
し

ま
し
た
。
ふ
し
ぎ
な
事
に
自
然
と
元
気
を
も

ら
え
た
気
が
し
ま
す
。
ぼ
く
の
チ
ー
ム
は
秋

の
県
大
会
で
一
位
に
な
る
と
い
う
目
ひ
ょ
う

を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
人

一
人
が
苦
手
な
こ
と
を
が
ん
ば
り
目
ひ
ょ
う

に
近
づ
け
る
様
努
力
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ぼ
く
も
練
習
を
始
め
て
三
ヶ
月
が
た
ち
ま
し

た
。
思
い
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
ド
リ
ブ
ル

も
シ
ュ
ー
ト
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
毎
日
ぼ
く
の
そ
ば
で
は
げ
ま
し
続
け
て
く

れ
た
富
士
山
の
お
か
げ
で
す
。
五
、六
年
生

に
近
づ
く
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の

練
習
が
必
要
で
す
。
思
い
通
り
に
い
か
な
い

時
は
富
士
山
と
会
話
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
い
て
く
れ
る
事
を
ぼ

く
は
ね
が
い
続
け
ま
す
。

　
　
　

富
士
山
で
の
出
会
い

　

ぼ
く
は
、
今
年
の
夏
富
士
山
五
合
目
に
バ

ス
で
行
き
ま
し
た
。
バ
ス
が
五
合
目
に
近
づ

く
に
つ
れ
て
青
い
景
色
は
消
え
、
辺
り
は
、

霧
で
真
っ
白
、
僕
の
思
っ
て
い
た
景
色
と
は

ち
が
い
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り
る
と
寒
か
っ

た
で
す
。
バ
ス
を
乗
る
前
は
と
て
も
暑
か
っ

た
の
に
…
ど
こ
か
別
の
世
界
へ
ワ
ー
プ
し
た

様
で
し
た
。
五
合
目
に
は
、
登
山
客
が
沢
山

い
ま
し
た
。
景
色
を
見
終
え
て
、
帰
り
の
バ

ス
に
乗
り
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
は
、
登
山
を

終
え
て
帰
る
人
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
僕
の

横
に
座
っ
た
お
じ
さ
ん
が
「
富
士
山
に
は
、

登
っ
た
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
み
力
が
あ
る

ん
だ
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お

じ
さ
ん
は
、
沢
山
歩
い
て
疲
れ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
そ
ん
な
事
を
感
じ
さ
せ
ず
沢
山
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
富
士
山
の
地

図
と
登
山
記
念
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
ぼ
く
に

く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

ぼ
く
も
い
つ
か
富
士
山
に
登
っ
て
み
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
富
士
山
が
す
き
だ
し
宝
永
山
も

す
き
で
す
。
理
由
が
二
つ
あ
っ
て
一
つ
目
は

富
士
山
と
宝
永
山
と
の
見
た
め
の
バ
ラ
ン
ス

が
好
み
だ
か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
お
母
さ
ん

と
む
す
子
の
よ
う
だ
か
ら
で
す
。
二
つ
目
の

理
由
は
主
な
理
由
で
幸
せ
そ
う
に
見
え
る
か

ら
で
す
。
幸
せ
そ
う
と
い
う
の
は
富
士
母
さ

ん
と
む
す
子
の
宝
永
く
ん
た
ち
は
い
つ
も
い

っ
し
ょ
に
い
て
な
か
が
と
て
も
良
さ
そ
う
だ

か
ら
で
す
。
な
の
で
富
士
山
を
見
て
い
る
と

ぼ
く
は
い
つ
も
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
い

る
時
間
を
思
い
だ
し
ま
す
。
富
士
母
さ
ん
に

と
っ
て
、
名
前
の
と
お
り
宝
永
く
ん
は
、
永

遠
の
宝
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
富
士
」
と
い
う
字
が
つ
く
市
町
村
は
全

国
に
十
ヶ
所
し
か
な
い
よ
う
で
す
。
ぼ
く
は

そ
ん
な
す
て
き
な
町
に
住
ん
で
毎
日
富
士
山

が
大
き
く
見
え
る
な
ん
て
、
と
て
も
と
て
も

幸
せ
な
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ぼ
く
た
ち
の
こ
と
を
見
守
っ

て
い
て
ね
！
大
好
き
な
富
士
山
!!

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
市
立
今
泉
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

渡
邉
　
瑛
斗

出
口
　
琉
靖

村
上
　
煌
牙
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ぼ
く
の
祖
父
は
富
士
山
が
大
好
き
で
す
。

春
、
桃
色
と
富
士
山
。
夏
、
緑
色
と
富
士
山
。

秋
、
赤
色
と
富
士
山
。
冬
、
白
色
と
富
士
山
。

春
夏
秋
冬
、
祖
父
は
色
々
な
場
所
に
出
か
け

て
行
っ
て
、
色
あ
ざ
や
か
な
富
士
山
を
と
っ

て
い
ま
す
。
良
い
写
真
が
と
れ
る
と
、
祖
父

は
ぼ
く
達
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
が
な

に
げ
な
く
毎
日
見
て
い
る
富
士
の
山
と
は
ま

た
ち
が
っ
て
、「
き
れ
い
だ
な
」「
さ
わ
や
か

だ
な
」「
迫
力
が
あ
る
な
」「
何
か
さ
み
し
い

な
」
ふ
だ
ん
見
す
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
富

士
の
山
を
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
年

の
富
士
市
の
富
士
山
カ
レ
ン
ダ
ー
に
祖
父
の

写
真
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
十
月
の
秋
桜
と
富

士
山
を
う
つ
し
た
も
の
で
す
。
ぼ
く
も
特
に

お
気
に
入
り
だ
っ
た
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
も

う
つ
っ
た
写
真
で
す
。
祖
父
も
喜
ん
で
い
た

け
れ
ど
ぼ
く
も
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
富
士
の
山
も
好
き
だ
け
れ
ど
、
祖
父
が

と
る
ふ
だ
ん
み
ら
れ
な
い
富
士
山
が
大
好
き

で
す
。

　
　
　

富
士
山
へ

　

こ
の
前
は
、
登
ら
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
去
年
は
、
八
合
目
ま
で
し
か
登
れ
な
か

っ
た
け
ど
今
年
は
山
ち
ょ
う
ま
で
行
け
た
よ
。

　

山
ち
ょ
う
は
、
登
山
道
と
同
じ
く
岩
が
ご

つ
ご
つ
し
て
い
て
、
周
り
に
は
雲
が
か
か
っ

て
い
た
け
ど
、
遠
く
に
は
き
れ
い
な
空
色
の

海
が
見
え
た
よ
。

　

山
ち
ょ
う
に
着
い
た
時
、お
母
さ
ん
は
「
富

士
山
は
登
る
山
じ
ゃ
な
く
て
見
る
山
だ
。」

と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
ぼ
く
は
ま
た
来
年
も

登
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ
っ
て
本
当
の

山
ち
ょ
う
に
は
ま
だ
行
け
て
い
な
い
か
ら
。

　

あ
、
そ
う
そ
う
あ
と
ね
、
火
口
は
く
じ
ら

が
何
び
き
も
入
り
そ
う
な
く
ら
い
大
き
か
っ

た
よ
。
君
の
火
口
、
す
ご
く
大
き
い
ん
だ
ね
。

君
っ
て
や
っ
ぱ
り
大
き
い
ん
だ
ね
。
み
ん
な

登
り
つ
か
れ
て
く
た
く
た
そ
う
だ
っ
た
よ
。

で
も
ね
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
よ
。

富
士
山
ま
た
来
年
も
登
ら
せ
て
ね
。

　
　
　

八
月
二
十
七
日　

瀧
田　

理
一
よ
り

　

私
は
こ
の
夏
、
市
町
対
抗
駅
伝
大
会
の
選

手
に
な
り
た
い
と
挑
戦
し
て
い
る
。

　

五
年
生
の
時
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ニ
ン
グ

で
は
女
子
で
一
位
だ
っ
た
の
で
周
り
の
子
よ

り
速
い
の
だ
ろ
う
と
少
し
自
信
が
あ
っ
た
。

で
も
、
練
習
会
に
参
加
し
て
み
る
と
、
い
か

に
も
速
そ
う
な
顔
つ
き
の
子
が
い
て
私
は
場

違
い
な
所
に
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
し
り
ご
み
し
た
。
そ
ん
な
私
の
目
の
前
に
、

「
し
っ
か
り
し
ろ
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
ぞ
。
や
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
ぞ
。」

と
、
ず
っ
し
り
と
構
え
る
富
士
山
が
飛
び
こ

ん
で
き
た
。「
よ
し
！
」
選
考
会
ま
で
や
れ

る
こ
と
は
や
っ
て
み
よ
う
と
気
合
い
が
入
っ

た
。
毎
日
、
小
学
校
の
外
周
を
四
周
走
る
と

決
め
た
。
外
は
暑
く
て
練
習
を
さ
ぼ
り
た
い

と
思
う
日
も
あ
る
が
、
富
士
山
が
私
の
走
る

姿
を
見
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
と
頑
張
れ
る
。

　

私
は
富
士
山
の
ふ
も
と
の
町
の
選
手
と
し

て
走
れ
る
よ
う
に
今
日
も
練
習
す
る
。
頑
張

る
ぞ
！

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
市
立
富
士
川
第
一
小
学
校

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

土
橋
　
星
斗

瀧
田
　
理
一

小
泉
　
杏
織
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三
年
生
の
終
わ
り
に
、
友
達
が
転
校
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
達
の
学
年
は
十
八
人

し
か
い
な
い
け
ど
、
仲
の
よ
さ
で
は
学
校
で

一
番
で
す
。
何
を
す
る
に
も
み
ん
な
で
ま
と

ま
り
、
仲
間
想
い
の
最
高
の
学
年
で
す
。
そ

の
中
の
一
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

最
初
に
転
校
し
て
し
ま
う
話
し
を
聞
い
た

時
ぼ
く
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

ま
ま
み
ん
な
で
そ
つ
業
す
る
と
思
っ
て
い
た

の
に
。
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
も
ぼ
く
と
同
じ
気
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
。

　

転
校
し
て
し
ま
う
日
に
、
ぼ
く
達
は
お
別

れ
会
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
達
は
手
紙
を
わ
た

し
、
そ
の
子
か
ら
お
礼
と
し
て
富
士
山
消
し

ゴ
ム
を
も
ら
い
ま
し
た
。
一
緒
に
す
ご
し
た

思
い
出
が
富
士
山
消
し
ゴ
ム
の
中
に
つ
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
達
は
五
年
生
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
か
ら
富
士
山
を
通
し
て
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
も
う
あ
の
時
も
ら
っ
た
消
し
ゴ
ム
は

な
く
な
っ
た
け
ど
富
士
山
を
見
る
た
び
に
心

が
温
か
く
な
り
ま
す
。

　

富
士
山
が
い
る
毎
日
。
そ
れ
が
あ
た
り
ま

え
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
浜
松
の
父
の
実
家
に
行
き
ま
し
た
。

実
家
で
の
毎
日
は
楽
し
い
の
で
す
が
、
な
に

か
も
の
た
り
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。
家
に
は

あ
っ
て
、
実
家
に
は
な
い
物
…
。
富
士
山
だ
。

毎
日
、
あ
の
大
き
な
富
士
山
と
い
る
か
ら
何

日
か
会
っ
て
い
な
い
と
、
さ
び
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
学
校
に
行
く
と
き
も
、
友

達
と
ど
こ
か
で
遊
ぶ
と
き
も
、
ね
る
と
き
も
、

い
つ
も
み
ん
な
の
こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
富
士
山
だ
か
ら
こ
そ
会
い
た
く
な
る
気

持
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

家
に
帰
る
日
、
車
に
乗
り
こ
ん
で
富
士
宮

ま
で
帰
り
ま
し
た
。
富
士
宮
で
は
富
士
山
が

「
お
か
え
り
」
と
言
う
よ
う
に
出
む
か
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

富
士
山
が
な
い
と
も
の
た
り
な
い
。
そ
れ

は
、
富
士
山
と
と
も
に
生
き
て
き
た
か
ら
こ

そ
感
じ
ら
れ
る
。
い
つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を

見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
　
　

富
士
山
へ

　

富
士
山
、
い
つ
も
大
き
く
て
、
す
て
き
で

す
ね
。
今
日
は
、
富
士
山
に
、
ぼ
く
た
ち
の

学
級
の
名
前
を
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

　

ぼ
く
た
ち
の
学
級
の
名
前
は
、「
な
か
よ

し
ふ
じ
さ
ん
」
で
す
。
今
か
ら
学
級
名
に
こ

め
ら
れ
た
思
い
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、
富

士
山
は
、
富
士
宮
の
シ
ン
ボ
ル
だ
か
ら
で

す
。
ま
た
、富
士
山
の
よ
う
に
、ぼ
く
た
ち
も
、

も
っ
と
大
き
く
成
長
し
、
も
っ
と
仲
良
し
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
富
士
山
は
、
登
る
こ
と
が
大
変
だ
け

ど
、
て
っ
ぺ
ん
に
着
く
と
、
す
て
き
な
景
色

が
見
え
ま
す
。
勉
強
に
例
え
る
と
、
問
題
を

ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
大
変
で
も
、
で
き
た
と

き
に
、「
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
、

景
色
が
見
ら
れ
る
か
ら
、「
ふ
じ
さ
ん
」
に

し
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
富
士
山
、
こ
れ
か
ら
も
、
ぼ
く
た

ち
を
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
守
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

大
関
　
一
希

平
松
　
奈
央
子

望
月
　
奏
多
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ぼ
く
は
、
野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
野
球

の
練
習
で
は
、
と
く
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

試
合
の
日
、
ぼ
く
が
打
席
に
立
っ
た
、
三

し
ん
。
次
の
打
席
も
三
し
ん
。
何
も
打
て
な

い
で
、
試
合
が
終
わ
っ
た
。

　

次
の
試
合
で
、
相
手
チ
ー
ム
が
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
富
士
山
が
目

に
う
か
ん
だ
。
そ
の
時
、
ぼ
く
も
富
士
山
に

と
ど
く
く
ら
い
の
大
き
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打

と
う
と
思
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
毎
日
百
回
素
ぶ
り
を
し
た
。

　

試
合
の
日
、
一
打
席
目
に
特
大
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
っ
た
。
富
士
山
に
と
ど
く
く
ら
い
大

き
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
。
二
打
席
目
は
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
は
な
か
っ
た
け
ど
二
ベ
ー
ス

ヒ
ッ
ト
を
打
ち
、
逆
転
勝
利
し
た
。
ぼ
く
は
、

こ
の
ま
ま
も
っ
と
素
ぶ
り
を
し
て
、
富
士
山

を
こ
え
る
ぐ
ら
い
の
大
き
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
と
う
と
思
っ
た
。
ぼ
く
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
つ
日
は
、
く
も
り
や
、
雨
な
ど
で
は
な
く

雲
も
ひ
と
つ
も
な
い
晴
天
だ
っ
た
。
富
士
山

も
晴
天
で
見
て
い
て
ね
。

　

富
士
山
に
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
た
ね
。
大

き
な
入
道
雲
と
富
士
山
を
家
の
階
段
の
窓
か

ら
見
た
時
、
和
太
鼓
の
練
習
の
帰
り
に
暗
や

み
か
ら
山
小
屋
の
光
を
見
た
時
、
テ
レ
ビ
で

山
開
き
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
時
、
ぼ
く
に
も

夏
が
や
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
季
節
の
中
で
夏
が
一
番
好
き
で

す
。
友
達
と
一
緒
に
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、

家
族
と
花
火
大
会
に
行
っ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
お
店
が
並
ぶ
お
祭
り
が
あ
っ
た
り
と
楽
し

い
こ
と
が
も
り
だ
く
さ
ん
だ
か
ら
で
す
。

　

富
士
宮
浅
間
神
社
で
大
勢
の
人
の
前
で
太

鼓
を
え
ん
そ
う
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
大
勢
の
人
の
前
で
き
ん
ち
ょ
う
し
ま

し
た
が
、
両
手
に
血
豆
が
で
き
る
ほ
ど
力
強

く
た
た
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
浅
間

神
社
は
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
る
富
士
山

と
深
く
つ
な
が
り
の
あ
る
神
社
で
し
た
。

　

和
太
鼓
の
演
奏
を
人
前
で
す
る
時
は
、
い

つ
も
富
士
山
ま
で
届
け
と
、
た
ま
し
い
を
こ

め
て
た
た
い
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
て
い
ま
す

か
？　

ぼ
く
の
力
強
い
太
鼓
の
音
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

小
学
生
高
学
年
の
部

富
士
宮
市
立
稲
子
小
学
校

富
士
市
立
広
見
小
学
校

佐
野
　
光
来

渡
井
　
民
壱
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「
富
士
山
は
も
う
す
ぐ
爆
発
す
る
」
テ
レ

ビ
か
ら
流
れ
て
く
る
そ
の
音
声
を
聞
き
、
幼

か
っ
た
私
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
頃

か
ら
で
す
。
私
が
富
士
山
を
怖
い
山
だ
と
思

っ
た
の
は
。
い
つ
爆
発
す
る
か
分
か
ら
な
い

爆
弾
を
持
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
小
学
四
年
生
の
と
き
に
富
士

山
に
登
る
ま
で
は
。
家
族
に
さ
そ
わ
れ
、
い

や
い
や
登
っ
た
そ
の
「
怖
い
山
」
は
、
想
像

と
は
ず
い
ぶ
ん
か
け
は
な
れ
て
い
ま
し
た
。

足
元
に
赤
黒
い
石
し
か
な
い
の
で
す
。
私
の

家
か
ら
は
青
々
と
し
た
富
士
山
が
見
え
て
い

た
の
で
、
こ
の
山
が
本
当
に
富
士
山
な
の
か

疑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
驚
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
出
会
う

人
が
皆
、
笑
顔
な
こ
と
で
す
。
石
し
か
見
え

な
い
山
な
の
に
な
ぜ
そ
ん
な
に
う
れ
し
そ
う

な
の
か
、
そ
の
疑
問
は
す
ぐ
に
解
け
ま
し
た
。

頂
上
か
ら
見
え
る
景
色
の
美
し
さ
で
す
。
今

思
う
と
、
皆
の
笑
顔
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
そ
の

景
色
で
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
富
士
山
は
怖

い
山
で
は
な
く
、
皆
を
笑
顔
に
す
る
優
し
い

山
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

　

毎
日
、
通
学
路
か
ら
見
え
る
富
士
山
。
富

士
山
は
私
に
と
っ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う

な
存
在
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
私
が
三
歳
の
時
に
、

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
ど
ん
な
人
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
お
母

さ
ん
に
よ
る
と
、
い
つ
も
私
を
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
て
朝
、
幼
稚
園
に
行
く
時
に
見
送
っ

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
今
は
も
う
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
姿
は
見
え
な
い
け
れ
ど
優
し
く
見
守

っ
て
く
れ
て
る
そ
ん
な
姿
が
ま
る
で
富
士
山

の
よ
う
で
す
。

　

部
活
で
つ
か
れ
た
時
、
友
達
と
の
関
わ
り

が
う
ま
く
い
か
な
い
時
。
そ
ん
な
時
、
富
士

山
を
ふ
と
見
る
と
な
ん
だ
か
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
私
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
少

し
気
分
が
晴
れ
、
明
る
く
、
前
向
き
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
私
に
と
っ
て
富
士
山
は
今
も
、

優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
よ
う
な
存
在
で
と
っ
て
も
大
切
な
富
士

山
で
す
。

　

い
つ
も
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
あ
り
が

と
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
を
元
気
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
あ
な
た
の
こ
と
を
、
何
も
わ
か
っ
て

い
な
か
っ
た
。
私
の
両
親
は
ど
ち
ら
も
関
東

出
身
で
、
静
岡
県
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
。

両
親
は
あ
な
た
を
珍
し
そ
う
に
見
て
い
た
し
、

海
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
あ
な
た
に
会
い
に
来
る

人
だ
っ
て
い
る
。
で
も
富
士
市
で
生
ま
れ
た

私
は
、
朝
起
き
て
あ
な
た
を
見
る
日
常
に

「
日
本
一
だ
か
ら
何
だ
」
と
か
「
な
ぜ
み
ん

な
そ
ん
な
に
富
士
山
が
好
き
な
の
」
な
ど
と

し
か
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
国
語

の
教
材
「
水
の
山
富
士
山
」
を
学
ぶ
ま
で
は
。

そ
れ
に
は
、
あ
な
た
の
歴
史
と
私
た
ち
へ
も

た
ら
す
恩
恵
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
そ

れ
を
読
む
前
ま
で
の
私
は
、
あ
な
た
は
単
な

る
普
通
の
山
で
、
そ
こ
に
た
ま
た
ま
存
在
す

る
だ
け
の
自
然
の
一
部
、
と
思
っ
て
い
た
の

に
違
っ
た
の
ね
。
私
が
毎
日
綺
麗
な
水
を
使

え
て
、
健
康
に
過
ご
せ
て
い
る
の
は
全
部
あ

な
た
の
お
か
げ
。
こ
の
こ
と
を
知
れ
た
か
ら

あ
な
た
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
の
。
毎
朝
あ

な
た
を
見
る
の
が
日
課
。
あ
な
た
と
私
達
は

こ
う
も
深
く
つ
な
が
っ
て
い
た
の
に
誤
解
し

て
い
て
ご
め
ん
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。
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あ
な
た
っ
て
本
当
に
強
い
で
す
よ
ね
。
ど

ん
な
と
き
も
私
の
憧
れ
で
す
。
ど
れ
だ
け
雨

に
打
た
れ
て
も
ど
れ
だ
け
風
に
吹
か
れ
て
も

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
元
気
な
姿
を
皆
に
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
今
の
私
に
は
絶
対
に
で
き
ま

せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
落
ち
込
ん
で

周
り
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。「
大
丈
夫
」
と
い
う
言
葉
が
な
か
な
か

口
に
出
せ
ず
、
出
せ
て
も
本
心
で
は
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
自
分
で
は

気
を
つ
け
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
な

か
な
か
直
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
が
私
の
憧

れ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
ま
り
に
も
今
の
自
分
と
は
か
け
離
れ
す
ぎ

て
憧
れ
と
呼
ん
で
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
私
は
い
つ
か
あ
な
た
の
よ
う
に
強

く
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
と
き

も
皆
の
心
の
憩
い
の
場
と
な
れ
る
よ
う
に
成

長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
あ
な
た
の
よ
う
に

な
れ
る
ま
で
ど
れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら

も
優
し
く
、
強
く
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
今
年
、
受
験
生
に
な
っ
た
。
私
は
富

士
山
に
登
頂
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
き
っ
と

勉
強
も
登
山
に
似
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
一
歩
一
歩
の
積
み
重
ね
だ
。
受
験
生

み
ん
な
が
頂
上
を
目
指
し
て
、
日
々
、
勉
強

に
励
ん
で
い
る
。
み
ん
な
必
死
だ
。
で
も
、

私
も
負
け
た
く
な
い
。
辛
く
て
、
途
中
で
、

「
も
う
、
や
め
た
い
…
」

と
投
げ
出
し
て
し
ま
い
た
く
な
る
日
も
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
は
、
決
ま
っ
て
富
士
山
を
眺
め

る
。
美
し
い
富
士
山
の
姿
は
、
ま
る
で
私
に

「
頑
張
れ
！
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う

だ
。
ま
た
私
の
体
に
や
る
気
が
湧
き
上
が
っ

て
く
る
。
受
験
を
富
士
登
山
に
例
え
る
な

ら
、
今
は
何
合
目
辺
り
ま
で
登
れ
た
だ
ろ
う

か
。
私
も
頂
上
に
立
ち
た
い
。
そ
こ
か
ら
の

眺
め
は
、
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
、
今
日
も
ま
た
、
一
歩
一

歩
を
繰
り
返
す
。

　
「
は
っ
」
と
す
る
時
が
あ
る
。
そ
れ
は
遠

出
し
て
富
士
宮
に
戻
っ
た
際
に
見
慣
れ
た
富

士
山
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
見
た
時
だ
。「
こ

れ
だ
！
」
帰
り
を
待
っ
て
く
れ
て
い
た
か
の

よ
う
に
、
静
か
に
変
わ
ら
ず
に
そ
こ
に
あ
る
。

あ
ぁ
、
私
の
場
所
は
こ
こ
な
ん
だ
と
認
識
す

る
。
私
の
存
在
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
よ
う

で
安
心
す
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
い
つ
で
も

私
の
背
中
を
そ
っ
と
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

家
族
の
よ
う
だ
。
当
た
り
前
に
あ
る
存
在
。

そ
の
不
変
の
愛
に
私
は
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
る
。
そ
し
て
同
時
に
そ
の
愛
に
応
え
た

い
と
思
う
。

　

私
は
四
月
か
ら
中
学
生
に
な
っ
た
。
毎
日

が
新
鮮
だ
。
し
か
し
私
の
中
に
は
変
え
た
い

と
思
う
自
分
が
い
る
。
人
前
で
話
す
事
が
苦

手
な
自
分
。
素
直
に
気
持
ち
を
伝
え
る
事
が

苦
手
な
自
分
。
変
わ
る
決
意
。
努
力
、
挑
戦

す
る
姿
を
見
て
い
て
欲
し
い
。
困
難
に
直
面

し
た
時
に
は
そ
こ
に
い
て
笑
っ
て
い
て
欲
し
い
。

　

今
日
も
、
青
々
と
そ
び
え
る
富
士
山
と
、

朝
か
ら
騒
が
し
い
家
族
の
み
ん
な
に
「
行
っ

て
き
ま
す
」
を
伝
え
、
私
は
さ
っ
そ
う
と
歩

き
出
す
。

中
学
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水
泳
の
練
習
を
す
る
た
め
に
、
毎
日
車
で

運
ば
れ
る
。
そ
の
時
い
つ
も
季
節
に
合
わ
せ

た
姿
の
富
士
山
が
窓
の
外
か
ら
僕
を
見
お
ろ

し
て
い
る
。

　

正
直
、
練
習
は
キ
ツ
く
て
家
を
出
る
時
は

嫌
だ
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
中
体
連
で

良
い
記
録
を
出
す
た
め
だ
と
い
う
こ
と
は
心

か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
だ
と
し
て
も
プ
ー
ル

に
行
き
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。

そ
ん
な
ふ
て
く
さ
れ
た
僕
を
、
毎
日
同
じ
場

所
で
、
同
じ
大
き
さ
で
、
同
じ
表
情
で
見
お

ろ
し
て
い
る
。
僕
が
な
に
を
考
え
て
い
る
の

か
見
透
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

富
士
山
は
、
僕
を
否
定
す
る
訳
で
も
な
く
肯

定
も
し
な
い
。
た
だ
僕
に
、
自
分
の
考
え
を

見
直
さ
せ
る
。
ど
う
せ
や
る
練
習
な
の
だ
。

だ
っ
た
ら
意
味
の
あ
る
練
習
を
し
た
方
が
得

な
の
で
は
、
と
。

　

富
士
山
が
、
建
物
に
か
く
れ
て
見
え
な
い

中
、
僕
は
車
で
運
ば
れ
る
。

「
今
日
も
、
練
習
頑
張
ろ
う
か
な
。」

　

中
学
校
生
活
最
後
の
夏
が
始
ま
っ
た
。
眩

し
い
太
陽
と
は
裏
腹
に
私
の
心
は
ど
ん
よ
り

と
し
て
い
た
。
理
由
は
単
純
で
中
体
連
が
あ

る
か
ら
だ
。
私
は
小
学
校
か
ら
テ
ニ
ス
を
や

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
結
果
は
い
つ
も
三
回

戦
負
け
だ
。
輝
か
し
い
結
果
を
残
す
他
校
の

友
人
達
と
比
べ
て
は
、
自
分
を
恥
ず
か
し
く

思
っ
て
い
た
。
い
つ
し
か
私
は
試
合
を
苦
痛

だ
と
感
じ
る
様
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
小
学
校
の
頃
よ
く
練
習
し
て

い
た
富
士
山
が
後
ろ
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
行
っ
た
。
こ
こ
は
富
士
山
が
よ
く
見
え
る
。

「
結
果
が
全
て
で
は
な
い
」
小
学
校
の
時
か

ら
ず
っ
と
見
て
き
た
こ
の
景
色
が
大
事
な
事

を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
気
が
し
た
。
結
果
ば

か
り
に
縛
ら
れ
て
い
た
私
は
胸
が
す
っ
と
軽

く
な
っ
た
。

　

中
体
連
の
会
場
は
、
あ
の
富
士
山
が
よ
く

見
え
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。
あ
な
た
が
見
え
れ

ば
私
は
胸
を
は
っ
て
プ
レ
ー
を
で
き
る
気
が

す
る
。
七
月
一
日
私
の
六
年
間
の
全
て
を
試

合
に
つ
ぎ
こ
む
。
だ
か
ら
、
ど
う
か
見
て
い

て
ほ
し
い
。

　

私
は
リ
ー
ダ
ー
系
の
役
割
が
苦
手
で
す
。

班
長
や
学
級
委
員
な
ど
は
、
コ
ミ
ュ
力
が
あ

っ
て
積
極
的
な
人
が
や
る
役
割
で
、
人
前
で

話
し
た
り
、
人
に
指
示
し
た
り
す
る
の
が
苦

手
な
私
に
は
遠
い
役
割
で
縁
が
な
い
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
富
士
山
も
、
近
く
に

あ
る
よ
う
で
遠
い
存
在
な
の
で
、
班
長
な
ど

と
同
じ
、
私
に
は
遠
い
存
在
だ
と
感
じ
て
い

た
の
で
す
が
、
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
富
士

山
は
昔
か
ら
美
し
い
山
だ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な

く
、
多
く
の
年
月
を
経
て
高
く
美
し
く
な
っ

た
こ
と
に
気
づ
き
、
私
も
今
の
自
分
を
変
え

た
い
と
思
い
、
自
然
教
室
の
班
長
を
や
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

班
長
は
、
班
員
を
ま
と
め
た
り
、
連
絡
事

項
を
伝
え
た
り
と
、
私
の
苦
手
な
仕
事
ば
か

り
で
す
が
、
班
の
皆
の
助
け
も
あ
っ
て
班
長

の
役
割
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

沢
山
の
噴
火
を
遂
げ
、
美
し
く
な
っ
た
富

士
山
の
様
に
、
私
も
沢
山
の
経
験
を
積
ん
で
、

少
し
ず
つ
消
極
的
な
私
の
姿
を
変
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
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富
士
山
が
凛
と
立
っ
た
晴
れ
た
八
月
の
上

旬
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
一
周
忌
が
行
わ
れ
た
。

一
年
前
も
こ
ん
な
光
景
を
見
た
な
と
思
い
な

が
ら
お
経
を
聞
き
、
お
墓
参
り
を
し
た
。「
暑

い
ね
。」「
す
ご
く
暑
い
ね
。
富
士
山
き
れ
い

だ
ね
。」「
め
っ
ち
ゃ
き
れ
い
。」
な
ん
て
言

葉
を
交
わ
し
な
が
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
遊
ん

だ
こ
と
・
話
し
た
こ
と
・
出
か
け
た
こ
と
を

思
い
返
し
た
。
気
が
付
け
ば
、
そ
ん
な
思
い

出
の
後
ろ
に
は
富
士
山
が
い
た
。
当
時
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
突
然
の
死
に
、
み
ん
な
が
悲

し
ん
だ
。
し
か
し
一
年
た
っ
た
今
、
み
ん
な

前
を
向
き
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
だ
け
が
響
き
わ

た
っ
て
い
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
死
を
境
に

な
に
げ
な
く
過
ご
し
て
い
た
毎
日
が
、
突
然

と
変
わ
っ
た
。
目
の
前
に
あ
る
大
き
な
遺
影

を
な
が
め
、
線
香
を
あ
げ
た
。
で
も
、
ま
だ

ど
こ
か
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
「
死
」
を

理
解
で
き
ず
、
時
が
止
ま
っ
て
い
た
。
そ
ん

な
私
た
ち
の
背
中
を
富
士
山
は
ゆ
っ
く
り
と

押
し
て
く
れ
た
。
何
も
話
さ
な
い
け
ど
、
意

思
の
疎
通
は
で
き
る
。
そ
ん
な
富
士
山
と
共

に
生
活
し
て
い
る
私
は
毎
日
幸
せ
だ
。

　

富
士
山
約
束
破
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
今

年
こ
そ
は
、
富
士
山
の
頂
上
で
「
富
士
山
ま

た
会
い
に
来
た
よ
」
と
叫
び
た
か
っ
た
。
五

月
に
は
準
備
万
端
。
後
は
食
糧
と
水
を
入
れ

る
だ
け
で
、
夏
に
は
行
く
ぞ
と
意
気
込
ん

で
い
た
。
と
こ
ろ
が
忘
れ
も
し
な
い
五
月

二
十
六
日
。
部
活
の
シ
ュ
ー
ト
練
習
中
に
ボ

キ
ッ
ボ
キ
ボ
キ
と
床
に
左
膝
を
打
ち
つ
け
転

倒
し
た
。
半
月
板
損
傷
と
前
十
字
靭
帯
損
傷

が
判
明
。
走
る
こ
と
も
ジ
ャ
ン
プ
も
や
り
た

い
事
が
全
て
出
来
ず
、
当
た
り
前
に
出
来
て

い
た
事
は
、
全
く
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
な
っ
て
初
め
て
健
康
の
有
難
み
を
感
じ

た
。
ど
う
に
も
な
ら
ず
涙
が
に
じ
ん
で
く
る

と
富
士
山
を
眺
め
て
、
あ
の
頂
上
ま
で
の
自

分
と
向
き
合
っ
た
道
の
り
や
声
掛
け
あ
っ
た

見
知
ら
ぬ
人
の
笑
顔
。
御
来
光
の
温
か
さ
や

感
動
、
頂
上
の
空
気
や
風
音
、
乾
杯
し
た
ラ

ム
ネ
や
き
ゅ
う
り
の
味
。
ま
た
無
性
に
登
り

た
く
さ
せ
る
気
持
ち
を
引
き
出
し
、
頑
張
れ

と
励
ま
す
無
言
の
優
し
い
富
士
山
が
、
私
は

た
ま
ら
な
く
大
好
き
で
す
。「
必
ず
ま
た
登

る
よ
」
と
毎
日
富
士
山
に
私
は
誓
い
続
け
て

い
ま
す
。
毎
日
感
謝
を
込
め
て
。

　

昨
年
の
十
月
。
私
の
曾
祖
母
が
他
界
し
た
。

い
つ
も
元
気
で
誰
よ
り
も
優
し
い
そ
ん
な
人

だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
曾
祖
母
が
よ
く
口
ず
さ
ん
で
い
た

の
が
富
士
山
の
歌
だ
っ
た
。
か
ね
が
な
る
と

最
初
か
ら
最
後
ま
で
百
才
と
は
思
え
な
い
張

り
の
あ
る
声
で
歌
う
の
で
す
。

　

「
頭
を
雲
の
ー
」
と
続
く
こ
の
歌
を
歌
っ

て
い
る
姿
を
見
る
と
心
が
温
か
く
な
っ
た
気

が
し
た
。

　

曾
祖
母
が
他
界
し
て
か
ら
聞
い
た
富
士
山

は
温
か
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
富

士
山
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
思
い
だ
す

の
は
曾
祖
母
の
温
か
い
笑
顔
だ
っ
た
。
い
つ

で
も
明
る
く
て
少
し
だ
け
お
世
話
焼
き
だ
っ

た
曾
祖
母
の
姿
は
ま
だ
家
に
あ
る
よ
う
な
気

が
し
て
富
士
山
を
聞
く
と
曾
祖
母
が
ま
た
歌

っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　

「
高
校
生
と
か
に
な
る
姿
は
お
は
か
か
ら

見
て
い
る
ね
」
と
言
っ
て
い
た
曾
祖
母
に
素

て
き
な
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
私
は
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
今
、
私

は
富
士
山
や
曾
祖
母
が
応
え
ん
し
て
く
れ
て

い
る
と
思
う
か
ら
。
あ
り
が
と
う
。

中
学
生
の
部

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校
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結

鈴
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富
士
山
の
形
は
三
角
形
。
き
っ
と
誰
も
が

そ
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
私
の
住
む
富
士

市
か
ら
は
美
し
く
裾
野
を
ひ
く
三
角
形
の
富

士
が
見
え
る
。
そ
ん
な
富
士
を
近
く
で
見
た

い
。
今
年
の
お
盆
、
親
戚
み
ん
な
で
朝
霧
に

行
っ
た
。
し
か
し
何
か
が
違
う
。
谷
の
よ
う

に
削
れ
て
い
る
し
、
平
べ
っ
た
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
青
だ
と
思
っ
て
い
た
富
士
も
、
近
く

で
み
る
と
黒
や
赤
、
緑
に
ま
で
染
ま
っ
て
い

て
、
思
わ
ず
鳥
肌
が
立
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

迫
力
だ
っ
た
。

　

こ
れ
も
近
づ
い
た
か
ら
こ
そ
、
わ
か
っ
た

こ
と
だ
。
富
士
も
風
や
土
石
と
闘
い
、
身
を

削
っ
て
い
た
の
だ
。
遠
く
か
ら
見
る
だ
け
で

は
気
づ
け
な
か
っ
た
発
見
だ
。
そ
ん
な
風
に

い
く
つ
も
の
顔
を
持
つ
富
士
山
は
、
ま
る
で

人
の
よ
う
だ
。
近
づ
い
て
会
話
を
す
る
と
気

持
ち
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
私
の
心
も
映
し

出
す
鏡
で
も
あ
る
。
悲
し
い
時
は
同
じ
よ
う

に
冷
た
く
白
い
。
嬉
し
い
時
は
暖
か
い
朱
色

に
染
ま
る
。
私
が
心
を
開
け
ば
、
富
士
も
一

緒
に
近
づ
く
。
私
も
前
を
向
い
て
進
み
、
夢

へ
と
近
づ
き
た
い
。
帰
り
道
、
富
士
は
い
つ

も
の
青
い
三
角
に
戻
っ
て
い
た
。

　

中
学
三
年
生
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
変
化

を
感
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
今
ま
で
も
学
年
が
変

わ
る
た
び
に
変
化
を
感
じ
て
き
た
が
、
中
学

三
年
生
の
変
化
は
特
に
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、

修
学
旅
行
や
中
体
連
、
そ
し
て
受
験
。
こ
れ

ら
の
変
化
と
共
に
周
り
の
人
た
ち
も
変
化
し

て
い
た
。
委
員
長
や
部
長
と
し
て
引
っ
張
っ

て
い
く
仲
間
や
休
み
時
間
に
勉
強
し
て
い
る

仲
間
な
ど
の
姿
を
目
に
す
る
と
、
す
ご
い
な

と
感
心
し
な
が
ら
も
不
安
を
感
じ
て
い
る
自

分
が
い
た
。
周
り
の
友
達
の
成
長
に
比
べ
て
、

自
分
の
成
長
が
実
感
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
ん
な
風
に
考
え
事
を
し
た
時
、
私
は
富
士

山
を
眺
め
る
。
今
日
の
富
士
山
は
昨
日
の
富

士
山
と
少
し
違
う
け
れ
ど
美
し
い
。
そ
う
思

っ
た
時
私
は
は
っ
と
し
た
。
私
は
今
ま
で
富

士
山
の
美
し
さ
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
と
思

っ
て
い
た
。
で
も
、
毎
日
少
し
ず
つ
違
う
ん

だ
。
私
も
毎
日
少
し
ず
つ
違
う
。
少
し
ず
つ

成
長
し
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
中
学
一

年
生
の
頃
と
比
べ
る
と
確
実
に
成
長
し
て
い

る
。
小
さ
な
成
長
も
積
み
重
な
れ
ば
大
き
く

な
る
。
だ
か
ら
、
私
は
私
の
歩
幅
で
歩
ん
で

い
き
た
い
。

　

富
士
山
は
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
。
私
が
嬉

し
い
思
い
を
し
た
と
き
も
、
悔
し
い
思
い
を

し
た
と
き
も
富
士
山
は
い
つ
も
冷
静
だ
。
そ

の
姿
は
美
し
い
が
富
士
山
に
は
感
情
が
な
く

羨
ま
し
く
な
る
と
き
が
あ
っ
た
。
で
も
そ
れ

が
違
う
と
気
が
つ
い
た
の
は
部
活
帰
り
に
富

士
山
を
見
た
と
き
だ
っ
た
。

　

私
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
る
。

部
長
で
あ
る
私
は
チ
ー
ム
を
良
い
方
向
へ
引

っ
張
る
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ
た
。
し
か
し
、

あ
る
練
習
試
合
で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
調
子
が

悪
く
三
振
を
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
仲

間
の
み
ん
な
は
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
、
私
は
悔
し

か
っ
た
。
試
合
の
後
は
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。

チ
ー
ム
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
自
分
が
足
を
引
っ
張
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
ん
な
と
き
目
に
映
っ
た
の
が
富
士
山

だ
っ
た
。
美
し
く
、
何
も
変
わ
ら
な
い
富
士

山
に
は
安
心
感
が
あ
っ
た
。

　

私
達
は
今
日
も
明
日
も
そ
の
次
の
日
も
、

き
っ
と
富
士
山
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
達
も
「
美
し
い
富
士
山
」

を
維
持
す
る
た
め
に
富
士
山
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

中
学
生
の
部

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
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立
富
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宮
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四
中
学
校
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富
士
山
は
不
思
議
だ
。
日
常
の
何
気
な
い

姿
は
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
で
違
い
、
違
う

よ
う
で
同
じ
だ
。
毎
日
の
天
気
、
雲
、
季
節

な
ど
が
富
士
山
の
姿
を
変
え
、
新
し
い
富
士

山
を
つ
く
り
だ
す
。
で
も
そ
こ
に
立
っ
て
い

る
の
は
富
士
山
で
あ
り
、
姿
が
違
っ
て
も
そ

れ
は
富
士
山
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
人
間
に
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
。
姿
は
違
っ
て
も
私
は
私
で
、

自
分
と
い
う
存
在
は
変
わ
ら
な
い
。
富
士
山

と
私
た
ち
人
間
は
と
て
も
似
て
い
る
。

　

新
し
い
富
士
山
と
出
会
う
こ
と
は
、
新
し

い
自
分
と
の
出
会
い
な
の
だ
と
思
う
。
昨
日

と
全
く
同
じ
富
士
山
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
今
日
も
明
日
も
富
士
山
と
私
た

ち
は
新
し
い
姿
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
自
分

を
見
失
わ
ず
に
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
う
。
や
っ
ぱ
り
、

富
士
山
と
私
た
ち
人
間
は
と
て
も
似
て
い
る
。

　

春
の
富
士
山
が
好
き
。
桜
や
う
ぐ
い
す
と

春
の
訪
れ
を
喜
ぶ
優
し
い
富
士
山
が
好
き
。

頂
上
に
は
ま
だ
溶
け
な
い
残
り
雪
、
そ
れ
を

春
が
段
々
と
溶
か
し
て
い
く
。
温
か
い
春
の

富
士
山
。
春
の
富
士
山
を
見
る
と
暖
か
く
優

し
い
気
持
ち
に
な
る
。
夏
の
富
士
山
が
好

き
。
青
草
や
虫
と
み
ん
な
が
元
気
溢
れ
て
夏

の
訪
れ
を
喜
び
、
元
気
溢
れ
る
富
士
山
が
好

き
。
残
雪
は
暑
さ
で
す
っ
か
り
溶
け
て
い
る
。

残
雪
の
あ
っ
た
所
に
は
青
草
が
生
い
茂
る

富
士
山
。
夏
の
富
士
山
を
見
る
と
元
気
で
明

る
い
気
持
ち
に
な
る
。
秋
の
富
士
山
が
好
き
。

紅
葉
や
ス
ス
キ
と
秋
の
訪
れ
を
喜
ぶ
歌
を
歌

う
穏
や
か
な
富
士
山
が
好
き
。
夏
に
溶
け
た

雪
も
ま
た
積
も
り
始
め
る
。
ま
た
段
々
と
寒

く
な
る
富
士
山
。
秋
の
富
士
山
を
見
る
と
穏

や
か
で
思
い
や
れ
る
気
持
ち
に
な
る
。
冬
の

富
士
山
が
好
き
。
み
ん
な
冬
眠
し
ち
ゃ
う
け

ど
、
雪
は
富
士
山
と
冬
の
訪
れ
を
静
か
に
喜

ぶ
、
落
ち
着
き
あ
る
富
士
山
が
好
き
。
麓
に

は
ど
ん
ど
ん
積
も
る
雪
。
雪
化
粧
し
た
き
れ

い
な
富
士
山
。
冬
の
富
士
山
を
見
る
と
頑
張

り
、
前
に
進
む
気
持
ち
に
な
る
。
や
っ
ぱ
り

私
は
富
士
山
が
好
き
。

　

私
の
曾
祖
母
は
去
年
七
月
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
曾
祖
母
は
途
中
か
ら
介
護
が
必
要
と

な
り
、
ま
た
コ
ロ
ナ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

直
接
な
面
会
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
亡
く
な
る
一
週
間
前
に
ガ
ラ
ス
越
し
で

す
が
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は

晴
天
で
、
曾
祖
母
が
ほ
ほ
え
み
、
富
士
山
が

見
守
る
よ
う
に
し
て
顔
を
出
し
て
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、
私
達
は
曾
祖
母

が
亡
く
な
る
こ
と
を
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
あ
の
時
の
富
士
山
は
分
か
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
従
姉
妹
も

次
の
日
に
曾
祖
母
に
会
い
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
は
笑
顔
は
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
一
週
間
後
、
曾
祖
母
が
亡
く
な
っ
た
知

ら
せ
を
聞
き
、
悲
し
さ
を
表
す
よ
う
に
雨
が

続
き
ま
し
た
。
で
す
が
、
お
通
夜
、
お
葬
式

は
曾
祖
母
と
面
会
し
た
最
後
の
と
き
と
同
様
、

富
士
山
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
今

年
の
七
月
に
一
周
忌
を
行
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
日
も
晴
天
で
し
た
。
富
士
山
を
見
る
と

曾
祖
母
の
笑
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。
ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
曾
祖
母
、
ご
先
祖
様
、
私
達
を

お
守
り
く
だ
さ
い
。

中
学
生
の
部

富
士
宮
市
立
富
士
宮
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四
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
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市
立
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富
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中
学
校
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私
の
家
は
、
み
ん
な
が
お
出
か
け
好
き
で

よ
く
旅
行
に
行
く
。
と
あ
る
夏
休
み
、
私
達

家
族
は
観
光
の
た
め
に
車
で
鳥
取
県
ま
で
で

か
け
た
。
そ
ん
な
中
訪
れ
た
観
光
地
。
私
達

の
車
を
見
て
驚
い
た
よ
う
な
、
ワ
ク
ワ
ク
し

た
よ
う
な
顔
を
し
た
通
行
客
の
言
葉
を
耳
に

し
た
。「
見
て
み
て
。
こ
の
車
、
富
士
山
ナ

ン
バ
ー
だ
よ
。
す
ご
い
ね
！
」
私
は
誇
ら
し

く
、
暖
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
普
段
、
私

達
は
当
た
り
前
に
富
士
山
を
見
て
い
る
。
だ

か
ら
、
毎
日
感
動
し
た
り
感
激
し
た
り
す
る

こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
他
県
の
人
た
ち

は
ど
う
だ
ろ
う
。
富
士
山
を
見
て
も
い
な
い

の
に
車
の
富
士
山
ナ
ン
バ
ー
を
見
た
だ
け
で

感
動
し
て
く
れ
る
。
富
士
山
と
は
そ
れ
ほ
ど

偉
大
で
、
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
心
の
支
え

な
の
だ
と
知
っ
た
。

　

そ
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
私
は
富

士
山
の
四
季
の
変
化
を
見
ら
れ
る
こ
と
、
毎

日
富
士
山
に
挨
拶
が
で
き
る
こ
と
、
す
べ
て

に
感
謝
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
私
は
改
め
て
思
う
。
富
士
山
が
あ
る

こ
の
街
に
生
ま
れ
て
幸
せ
だ
と
。

　

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
も
う
あ
れ
か
ら
六
十

年
が
経
っ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私

は
十
八
歳
の
大
学
一
年
生
の
夏
、
八
合
五
勺

の
山
小
屋
に
山
開
き
か
ら
約
二
ヶ
月
間
あ
な

た
の
懐
に
抱
か
れ
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
肌
の
ぬ
く
も
り
と
早
朝
の

匂
い
、
昼
と
夜
の
三
十
度
近
く
な
る
気
温

差
。
な
ん
と
言
っ
て
も
当
時
は
「
穴
掘
っ
て

や
っ
て
こ
い
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
た
ト
イ

レ
。
毎
日
六
〇
〇
人
分
の
朝
ご
飯
を
作
り
四

時
前
に
食
べ
さ
せ
て
時
々
は
ご
来
光
を
案
内

も
し
ま
し
た
。
暗
闇
が
一
瞬
で
何
百
本
も
の

真
っ
赤
な
光
の
筋
を
雲
海
に
伸
ば
し
、
次
々

と
展
開
す
る
夜
明
け
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。
富
士

の
夜
明
け
な
ら
ぬ
地
球
の
夜
明
け
を
見
る
思

い
で
し
た
。
あ
な
た
に
学
ん
だ
こ
と
は
私
の

人
生
そ
の
も
の
で
す
。
常
識
な
ん
て
な
い
の

だ
、
思
う
ま
ま
生
き
れ
ば
い
い
。
そ
う
力
強

く
あ
な
た
は
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し

た
。
何
が
あ
っ
て
も
あ
の
十
八
歳
の
夏
の
富

士
で
の
生
活
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
全
身
に
力

が
漲
っ
て
き
て
、
生
き
て
い
こ
う
、
今
も
こ

れ
か
ら
も
、
そ
う
思
い
奮
い
立
つ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

　

私
の
お
父
さ
ん
は
写
真
家
だ
。
様
々
な
写

真
を
撮
る
が
、
中
で
も
一
番
心
を
奪
う
の
は
、

何
千
枚
も
の
「
富
士
山
」
の
写
真
だ
。
ダ
ブ

ル
ダ
イ
ヤ
の
富
士
山
や
、
富
士
山
を
バ
ッ
ク

に
き
れ
い
な
夜
景
の
写
真
ま
で
、
ど
こ
か
に

行
っ
て
は
富
士
山
の
写
真
を
撮
っ
て
く
る
。

私
は
一
度
だ
け
一
緒
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
同
じ
場
所
に
い
て
、
何
時
間
も
立
っ
て
い

る
の
が
正
直
、
苦
痛
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。

で
も
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
も
一
番
の
写
真
を

撮
る
た
め
に
、
一
つ
の
富
士
山
に
対
し
て

何
百
枚
、
何
千
枚
の
写
真
を
撮
り
続
け
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
、
何
時
間
も
の
時
間
を
使

い
、
富
士
山
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
な
ぜ

飽
き
ず
に
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
ら
れ
る
の

か
聞
い
て
み
た
。「
長
い
時
間
富
士
山
に
時

間
を
費
や
す
こ
と
で
自
分
の
成
長
を
見
れ
る
。

写
真
家
と
し
て
そ
れ
が
わ
か
っ
た
ら
最
高
な

ん
だ
。」
と
返
っ
て
き
た
。
お
父
さ
ん
の
写

真
家
と
し
て
の
原
動
力
は
富
士
山
で
、
自
分

の
成
長
を
見
れ
る
の
も
富
士
山
と
言
わ
れ
た

私
は
、
写
真
家
で
な
く
て
も
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
人
の
心
を
動
か
し
て
い
る
富
士
山
は

偉
大
だ
と
思
っ
た
。

中
学
生
の
部

高
校
生
・
成
人

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

愛
知
県
愛
西
市

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

深
澤
　
颯
来

宮
尾
　
美
明

小
林
　
雅
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最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

太
田
由
里
子

小
尾　

陸
翔

佐
野　

心
春

芳
賀　

早
佑

望
月　
　

純

松
本
涼
之
介

大
道　
　

丈

青
野　
　

樹

赤
池　

夏
葉

上
田　

悠
晴

稲
葉　

湊
一

土
𣘺　

律
希

佐
野　

優
真

臼
杵　

真
由

与
儀　

衛
人

鈴
木
も
も
な

三
上　

琴
羽

寅
澤　

愛
生

大
内　
　

湊

宮
野　

紗
貴

遠
藤　
　

潮

渡
邊　

杏
花

竹
内　

結
仁

渡
邊　

陽
日

芦
澤　

莉
帆

武
井　

優
芽

石
上　

心
菜

後
藤　

咲
耶

安
中
万
治
朗

渡
邉　

華
乃

久
保
川
颯
太

松
本　

百
彩

谷
口　

獅
恩

木
谷　

南
翔

篠
原　

彩
希

遠
藤　

美
里

矢
部　

凛
和

渡
邉　

瑛
斗

出
口　

琉
靖

村
上　

煌
牙

土
橋　

星
斗

瀧
田　

理
一

小
泉　

杏
織

大
関　

一
希

平
松
奈
央
子

望
月　

奏
多

佐
野　

光
来

渡
井　

民
壱

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

東
京
都
大
田
区

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
市

富
士
市

富
士
市

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

大
田
区
立
お
な
づ
か
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
市
立
今
泉
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

富
士
市
立
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

富
士
市
立
広
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

富
士
市
立
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
人
穴
小
学
校

富
士
市
立
大
淵
第
一
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
市
立
今
泉
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

富
士
市
立
富
士
川
第
一
小
学
校

鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

富
士
宮
市
立
西
小
学
校

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

富
士
宮
市
立
稲
子
小
学
校

富
士
市
立
広
見
小
学
校

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令
和
五
年
度
（
第
二
十
八
回
）　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

■
小
学
生
低
学
年
の
部

■
小
学
生
高
学
年
の
部

「
手
紙
」
部
門



60

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

優
秀
賞

佳

作

岡
本　

愛
生

馬
飼
野
愛
加

佐
野　

芙
南

酒
井　

菜
桜

平
野　

咲
楽

深
澤　

天
華

黒
田　

唯
羽

島
川　

武
士

池
田　

結
美

御
宿　

羽
詩

榊
原　
　

天

後
藤　

久
実

佐
野　

友
莉

佐
野　

七
海

渡
邉　
　

結

鈴
木
伽
奈
子

赤
池　

未
羽

榊
間　

結
女

望
月　

咲
来

池
田　

舞
衣

深
澤
亜
耶
乃

徐　
　

寧
音

深
澤　

颯
来

小
林　
　

雅

井
出　

利
枝

宮
尾　

美
明

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

愛
知
県
愛
西
市

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

富
士
市
立
富
士
中
学
校

富
士
市
立
富
士
中
学
校

富
士
市
立
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■
中
学
生
の
部

■
高
校
生
・
成
人
の
部
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最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

HO LOK HEI
CHAN PAK YIN
WONG HEUNG FOON

山
田　

琉
誠

HO YI SUN
CHAN LEANNE

宮
本　

歩
和

唐　

九
佳

北
川　

博
雅

渡
邊　
　

要

安
藤　

七
菜

村
松
亜
楽
太

弓
指　
　

渚

TSANG CHIN HEI PAXTON
CHENG WING NAM

黒
澤
穂
乃
佳

佐
野
孝
太
朗

渡
邉　

英
岳

神
谷　

佳
歩

山
本
優
歌
花

土
方　

心
陽

CHU KA
 YI

KU HO CHING HADLEY
LA

U
 Y

A
N

好
田　

壮
志

古
藤　

怜
那

CHAN MAN  HIM
SHING WAI HUEN WARREN 

宮
戸　

愛
梨

深
谷　

亮
介

劉　

子
鈺

福
原　

悠
乃

細
野　

紅
葉

大
嶽　
　

杏

渡
邉　

璃
奈

渡
邊　

翔
斗

千
葉　

桜
空

石
井　

り
の

久
保
田
葵
翔

石
井　
　

旭

後
藤　

慶
伍

滝　

し
ず
く

森
田　

眞
叶

信
田　

美
緒

今
井　

凜
々

稲
葉　

悠
人

ANGELO CHAN
重
田　

快
斗

香

港

香

港

香

港

富
士
宮
市

香

港

香

港

神
奈
川
県
海
老
名
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

沼
津
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

香

港

香

港

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

愛
知
県
知
多
郡

愛
知
県
知
多
郡

富
士
宮
市

香

港

香

港

香

港

富
士
市

富
士
市

香

港

香

港

神
奈
川
県
海
老
名
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

御
殿
場
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

愛
知
県
知
多
郡

愛
知
県
知
多
郡

愛
知
県
知
多
郡

愛
知
県
知
多
郡

香

港

富
士
宮
市

A
RT

 H
U

B
A

RT
 H

U
B

Big H
ouse A

rt W
orkshop

杉
田
幼
稚
園

A
RT

 H
U

B
A

RT
 H

U
B

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

認
定
こ
ど
も
園
中
央
幼
稚
園

に
し
ふ
じ
の
み
や
幼
稚
園

黒
田
幼
稚
園

黒
田
幼
稚
園

杉
田
幼
稚
園

A
rt Point Creative

A
rt Point Creative

富
士
リ
ズ
ム
幼
稚
園

21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

認
定
こ
ど
も
園
富
丘
こ
ど
も
園

M
ini A

rt Piece
Big H

ouse A
rt W

orkshop
Big H

ouse A
rt W

orkshop

富
士
市
立
吉
原
小
学
校

富
士
市
立
広
見
小
学
校

draw
station +

Big H
ouse A

rt W
orkshop

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
小
学
校

富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

富
士
宮
市
立
黒
田
小
学
校

ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令
和
五
年
度
（
第
二
十
八
回
）　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

■
幼
児
の
部

■
小
学
生
低
学
年
の
部

「
絵
」
部
門
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最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

長
澤　

伊
吹

小
林　

あ
お

石
川　

真
虎

横
田　

大
空

何
　

霖

遠
藤　

蒼
真

齊
藤　

理
希

遠
藤　

美
里

長
澤　

侑
吾

大
瀧
梨
音
来

伊
藤　

心
陽

藤
本　

琴
葉

佐
野　

友
里

西
尾　

星
夏

鈴
木　

志
乃

田
代　

梨
紗

Ng Hong Kiu
WONG SIN YU

鈴
木
堪
汰
朗

服
部　
　

葵

森
田　

彪
斗

WONG SUM WING

寺
南　

希
星

叢　
　

羽
函

遠
藤　

珈
凜

後
藤　

優
奈

飯
塚　

麻
帆

寺
南　

希
娃

阿
部　

優
矢

小
谷　

優
維

西
中　

湖
羽

川
原
﨑
萌
夏

大
前　

喜
新

好
田　

悠
奈

芹
澤　

結
衣

望
月　

あ
や

神
戸　

蒼
空

池
野
倫
太
朗

辻
村　

一
樹

渡
邉　

泰
斗

持
田　

和
香

松
原　

花
怜

中
村
陽
菜
子

宇
野　

充
博

網
野　

実
璃

坂
下　

孝
太

笠
井
惺
勇
琉

渡
邊　

葉
月

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

愛
知
県
知
多
郡

神
奈
川
県
海
老
名
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

御
殿
場
市

御
殿
場
市

香

港

香

港

静
岡
市

愛
知
県
知
多
郡

愛
知
県
知
多
郡

香

港

富
士
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

神
奈
川
県
海
老
名
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
井
之
頭
小
学
校

富
士
宮
市
立
山
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

富
士
宮
市
立
北
山
小
学
校

ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
ソ
フ
ィ
ア
御
殿
場

A
rt Point Creative

A
rt Point Creative

静
岡
サ
レ
ジ
オ
小
学
校

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y

富
士
市
立
広
見
小
学
校

富
士
市
立
天
間
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

富
士
市
立
岳
陽
中
学
校

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

富
士
市
立
吉
原
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

星
陵
中
学
校

星
陵
中
学
校

星
陵
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
市
立
岳
陽
中
学
校

富
士
市
立
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■
小
学
生
高
学
年
の
部

■
中
学
生
の
部
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最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

作

JONATHAN CHEN
WENDY CHEUNG
SUM

 KA PO

大
倉　

正
次

奥
田　
　

旭

LEUNG HOI YI HAZEL

川
瀬　

悦
子

白
井　

杏
華

小
林　
　

豊

松
田
ゆ
か
り

友
田　

快
歩

野
村　

侑
奈

松
尾　
　

虹

土
屋
友
梨
夏

小
林　

夏
子

白
石　

煌
惺

LEUNG WING LAM
LAU TSZ YI
SUEN PUI IN KALI
MANDY TAM
JOYCE SIU
CHEUNG YIU
HU CHING YIN
GAO WING LAM

香

港

香

港

香

港

富
士
市

東
京
都
葛
飾
区

香

港

富
士
宮
市

富
士
宮
市

静
岡
市

富
士
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

富
士
宮
市

愛
知
県
知
多
郡

香

港

香

港

香

港

香

港

香

港

香

港

香

港

香

港

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y
SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y

A
RT

 H
U

B
静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y
SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y
SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y
SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

SCH
O

O
L O

F CREA
T

IV
IT

Y
SCH

O
O

L O
F CREA

T
IV

IT
Y

・・・
　　

・
　　　　

・・・・・・・・・・・・・・

■
高
校
生
・
成
人
の
部
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最
優
秀
賞
小
学
生
低
学
年
の
部
は
太
田
由
里
子
さ
ん
の
作
品
。

常
識
的
な
状
況
説
明
を
い
っ
さ
い
外
し
、
小
一
の
作
者
ら
し
い
自

由
奔
放
な
感
じ
が
全
体
に
み
な
ぎ
る
作
品
が
、
最
終
的
に
選
ば
れ

た
。
富
士
山
と
“
お
に
ご
っ
こ
”
を
し
て
あ
そ
ぶ
夢
の
中
で
、
巨

大
な
富
士
山
の
う
し
ろ
に
か
く
れ
る
と
い
う
“
わ
た
し
”
の
作
戦

が
大
成
功
す
る
。
大
き
す
ぎ
る
富
士
山
は
い
つ
ま
で
も
“
わ
た

し
”
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ず
っ
と
鬼
の
ま
ま
。
巨
大

な
富
士
山
に
同
情
し
な
が
ら
、
存
分
に
富
士
山
と
の
遊
び
を
満
喫

す
る
、
無
邪
気
さ
の
魅
力
あ
る
躍
動
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
だ

っ
た
。

　

小
学
生
高
学
年
の
部
最
優
秀
賞
は
、
六
年
生
の
芦
澤
莉
帆
さ
ん

の
作
品
。
富
士
山
初
登
頂
に
つ
い
て
の
、
祖
父
、
祖
母
、
父
母
そ

れ
ぞ
れ
の
体
験
を
た
ど
り
な
お
し
な
が
ら
、
莉
帆
さ
ん
は
プ
ロ
ポ

ー
ズ
の
か
ら
ん
だ
、
父
と
母
の
ケ
ー
ス
を
思
い
出
し
た
り
す
る
。

一
度
目
は
“
未
遂
”
だ
っ
た
が
、
二
度
目
の
登
頂
で
“
い
い
思
い

出
”
を
つ
く
っ
た
と
い
う
父
の
話
に
そ
そ
ら
れ
る
う
ち
、
未
登
山

で
あ
る
弟
と
自
分
を
ふ
く
む
家
族
全
員
の
富
士
登
山
を
頭
に
浮
か

べ
、
そ
の
登
山
体
験
で
ど
ん
な
夢
が
か
な
う
か
と
胸
を
と
き
め
か

せ
る
。
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す
る
少
女
の
家
族
愛
と
気
の
弾
み

が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

中
学
生
の
部
最
優
秀
賞
は
、
一
年
生
の
岡
本
愛
生
さ
ん
の
作

品
。
母
に
、
愛
生
は
富
士
山
に
そ
っ
く
り
だ
と
言
わ
れ
、
ま
っ
た

く
動
か
ぬ
感
情
の
な
い
子
・
・
・
と
解
釈
し
、
傷
つ
い
て
抗
議
す

る
と
、
雨
、
風
、
雪
を
自
在
に
あ
や
つ
り
、
虹
の
演
出
で
周
囲
の

人
々
を
笑
顔
に
す
る
・
・
・
母
に
そ
う
い
う
意
味
だ
と
言
い
さ
と

さ
れ
る
。
そ
れ
っ
て
、
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
性
格
っ
て
こ
と
？
愛
生

は
果
て
し
な
く
不
満
を
言
い
つ
の
り
、
母
と
自
分
の
ど
ち
ら
に
軍

配
を
上
げ
る
か
を
富
士
山
に
決
め
て
も
ら
お
う
と
思
い
決
め
る
。

巨
大
な
富
士
山
の
困
っ
た
顔
が
浮
か
ん
だ
り
し
て
、
母
と
娘
の
愛

が
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
だ
。

　

高
校
生
・
成
人
の
部
は
、
最
優
秀
賞
選
出
に
い
た
ら
な
か
っ

た
。
井
出
利
枝
さ
ん
の
作
品
が
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
た
だ
し

五
十
年
前
の
小
学
生
の
娘
の
、
家
族
で
の
登
山
体
験
の
具
体
的
記

憶
は
伝
わ
る
も
の
の
、
年
齢
を
へ
た
上
で
ふ
り
返
る
思
い
に
、
今

ひ
と
つ
成
熟
し
た
深
さ
や
切
れ
味
が
ほ
し
か
っ
た
。

審
査
員
長
　
村
松
友
視

手
紙
部
門
　
選
評
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今
年
も
、
絵
画
部
門
の
二
次
審
査
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
各
部
門
の
最
優
秀
作
品
を
中
心
に
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
児
の
部
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
たH

O
 LO

K
 H

E
I

さ
ん
の

『T
RA

IN
 CRO

SS T
H

RO
U

GH
 T

H
E FO

U
R SEA

SO
N

S IN
 

F
U

JI

』
は
、
富
士
山
を
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
四
季
を
表

し
、
そ
の
前
を
古
い
列
車
が
走
っ
て
い
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に

見
た
こ
と
の
な
い
力
強
い
作
品
。
列
車
や
富
士
山
に
は
、
ス
ク
ラ

ッ
チ
を
使
い
、
独
特
の
味
を
出
し
て
い
る
。

　

小
学
校
低
学
年
の
部
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
好
田
壮
志
さ
ん

の
『
ふ
も
と
で
見
つ
け
た
た
か
ら
も
の
』
は
、
は
っ
き
り
し
た
輪

郭
線
で
主
な
モ
チ
ー
フ
を
捉
え
、
バ
ッ
ク
の
緑
の
森
と
富
士
山
を

丁
寧
に
点
描
で
捉
え
て
い
る
。
そ
ん
な
魅
力
的
な
バ
ッ
ク
に
、
自

画
像
で
あ
ろ
う
か
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
自
分
の
帽
子
に
乗
せ
た
日

焼
け
し
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

小
学
校
高
学
年
の
部
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
長
澤
伊
吹
さ
ん

の
『
夏
の
富
士
山
』
は
、
近
景
の
木
々
や
田
畑
か
ら
遠
景
の
富
士

山
ま
で
、
勢
い
の
あ
る
線
で
自
由
に
描
い
て
ゆ
く
豪
快
な
手
法
に

驚
か
さ
れ
た
。
色
彩
的
に
も
明
る
い
黄
色
と
木
々
の
緑
の
響
き
合

い
が
美
し
い
作
品
。

　

中
学
生
の
部
で
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
遠
藤
珈
凜
さ
ん
の

『
夜
明
け
の
奇
雲
』
は
、
画
面
の
大
半
を
し
め
る
空
と
雲
。
遠
景

の
富
士
山
と
林
、
そ
し
て
逆
さ
富
士
を
作
り
出
す
近
景
の
水
田
。

気
持
ち
の
入
っ
た
丁
寧
な
描
写
が
魅
力
的
な
作
品
。

　

高
校
生
・
成
人
の
部
で
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
たJO

N
A

T
H

A
N

 
CH

EN

さ
ん
の
『T

O
RRI A

N
D

 FU
JI

』
は
、
鳥
居
と
富
士
山

と
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
。
こ
こ
ま
で
は
あ
り
が
ち
な
モ
チ
ー
フ

だ
が
、
画
面
左
下
に
大
き
く
入
れ
た
鳥
居
の
“
影
”
が
こ
の
作
品

を
独
創
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
中
学
生
の
部
の
最
優
秀
作
品
同

様
、
緻
密
な
描
写
の
も
素
晴
ら
し
い
作
品
。

　

今
年
の
審
査
で
は
、
幼
児
か
ら
成
人
の
部
ま
で
様
々
な
着
眼
点

や
多
様
な
表
現
が
見
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

副
審
査
員
長
　
会
沢
啓
志

絵
部
門
　
選
評
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令和 4年度
（27 回）

令和 3年度
（26 回）

令和 2年度
（25 回）

令和元年度
（24 回）

平成 30 年度
（23 回）

幼　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

663

559

673

561

633

784

953

626

775

744

518

701

466

564

613

180

336

326

307

358

67

162

183

139

129

2,212

2,711

2,274

2,346

2,477

応募数（人）

幼　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

423 785 478 284 157 2,127

（参考）過去 5年間の応募数（人）

令和 4年度
（27 回）

令和 3年度
（26 回）

令和 2年度
（25 回）

令和元年度
（24 回）

平成 30 年度
（23 回）

小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

980

1,247

973

1,880

1,586

1,009

1,233

1,398

1,916

1,246

2,753

2,939

1,976

2,615

2,233

19

20

119

204

85

4,761

5,439

4,466

6,615

5,150

（参考）過去 5年間の応募数（人）

応募数（人）

小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

755 817 2,511 25 4,108

1 手紙の部 

２ 絵の部

令和５年度（第 28回）
富士山への手紙・絵コンクール応募数
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「
絵
の
部
」 

審
査
経
過

「
手
紙
の
部
」 

審
査
経
過

■
一
次
審
査

日
時　

令
和
五
年
九
月
二
十
五
日 （
月
）

　
　
　

午
前
九
時
～
正
午

場
所　

富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容　

全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
各
部
門

　
　
　

百
五
十
点
を
選
出  　

■
二
次
審
査

日
時　

令
和
五
年
十
月
十
七
日
（
火
）

　
　
　

午
後
二
時
～
午
後
四
時

場
所　

富
士
宮
市
役
所
七
階　

特
大
会
議
室　

内
容　

各
部
門
一
次
審
査
通
過
百
五
十
点
か
ら

　
　
　

入
賞
作
品
二
十
四
点
を
選
出　

■
最
終
審
査

日
時　

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所　

富
士
宮
市
民
文
化
会
館

内
容　

各
部
門
入
賞
二
十
四
点
か
ら

　
　
　

各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
点
（
計
五
点
）

　
　
　

各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
点
（
計
十
五
点
）

　
　
　

各
部
門
「
佳
作
」
二
十
点
（
計
百
点
）

　
　
　

総
計
百
二
十
点
を
選
出

■
一
次
審
査

日
時　

令
和
五
年
九
月
十
五
日 （
金
）
～

　
　
　

九
月
二
十
七
日
（
水
）

場
所　

富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室
等

内
容　

全
て
の
応
募
作
品
の
各
部
門
か
ら
、
四
十

点
を
選
出

（
高
校
生
・
成
人
の
部
は
応
募
作
品
の
中

か
ら
二
十
三
点
を
選
出
）

  　■
二
次
審
査

日
時　

令
和
五
年
十
月
二
日
（
月
）
～

　
　
　

十
月
十
一
日
（
水
）

場
所　

富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室
等　

内
容　

各
部
門
一
次
審
査
通
過
作
品
四
十
点
か

ら
二
十
四
点
を
選
出

■
三
次
審
査

日
時　

令
和
五
年
十
月
三
十
日
（
月
）

　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

場
所　

富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容　

各
部
門
入
賞
二
十
四
点
の
選
出
と
そ
の

中
か
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
候
補
各
十

点
を
選
出

高
校
生
・
成
人
の
部
は
入
賞
候
補
の
選
出

と
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
候
補

十
点
を
選
出

■
最
終
審
査

日
時　

令
和
五
年
十
一
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～
午
後
五
時

場
所　

富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容　

各
部
門
賞
候
補
各
十
点
か
ら

各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
点
（
計
三
点
）

各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
点
（
計
九
点
）

各
部
門
「
佳
作
」
二
十
点
（
計
六
十
点
）

　
　
　
　
　
　

合
計
七
十
二
点
を
選
出                 

高
校
生
・
成
人
の
部
は
賞
候
補
十
点
か
ら

「
優
秀
賞
」
一
点

「
佳
作
」
一
点

　
　

合
計
二
点
を
選
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
計
七
十
四
点
を
選
出
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令
和
五
年
度（
第
二
十
八
回
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員

（
敬
称
略
）

審
査
員
長　
　

村
松　

友
視
（
作
家
）

副
審
査
員
長　
　

会
沢　

啓
志
（
画
家
）

　
　
　
　
　
　
　

光
永　

健
男
（
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　

池
谷　

眞
德
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

上
席
審
査
員　
　

近
藤
し
げ
子
（
元
富
士
宮
市
立
小
学
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　

真
野
ま
き
子
（
元
富
士
宮
市
社
会
教
育
指
導
員
）

　
　
　
　
　
　
　

主
任
審
査
員　
　

藤
井　

美
賀
（
富
士
宮
市
小
学
校
国
語
科
責
任
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　

住
吉　

秀
浩
（
富
士
宮
市
小
学
校
図
画
工
作
科
責
任
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　

由
井　

伸
英
（
富
士
宮
市
中
学
校
国
語
科
責
任
校
長
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

誠
（
富
士
宮
市
中
学
校
美
術
科
責
任
校
長
）

審　

査　

員　
　

岩
渕　

聖
子　
　

佐
野　

香
里　
　

塩
川　
　

梓　
　

依
田
紗
也
可　
　

島
口　

美
聡　
　

赤
池　

知
美

　
　
　
　
　
　
　

小
嶋　

花
奈　
　

井
出　
　

誠　
　

伊
藤　

晴
香　
　

野
村　
　

南　
　

鎌
形　

由
多　
　

遠
藤　

大
史

　
　
　
　
　
　
　

小
林　

千
晴　
　

酒
巻　
　

潤　
　

阿
武　
　

誠　
　

山
﨑　

文
男　
　

芦
澤　

義
子　
　

井
出
由
美
子

　
　
　
　
　
　
　

坪
井
ゆ
か
り　
　

水
越　

史
明　
　

山
下　

忠
男　
　

德
川　

典
宏　

（
順
不
同
）
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（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〈
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
〉

〈
富
士
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

〈
富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
〉

〈
一
般
社
団
法
人
中
部
地
域
づ
く
り
協
会
〉

〈
富
士
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
〉

〈
日
本
郵
便
株
式
会
社
東
駿
河
地
区
連
絡
会
〉

静
岡
県
／
静
岡
県
教
育
委
員
会
／
日
本
郵
便
株
式
会
社
東
海
支
社

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
／
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
／
テ
レ
ビ
静
岡

静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
／
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
／
朝
日
新
聞
静
岡
総
局

産
経
新
聞
静
岡
支
局
／
中
日
新
聞
東
海
本
社
／
毎
日
新
聞
静
岡
支
局

読
売
新
聞
静
岡
支
局
／
岳
南
朝
日
新
聞
社
／
富
士
ニ
ュ
ー
ス
社

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
／
富
士
山
表
富
士
宮
口
登
山
組
合

令
和
五
年
度（
第
二
十
八
回
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
構
成
団
体
一
覧

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
協
賛
団
体

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
後
援
団
体
一
覧





令
和
五
年
度
（
第
二
十
八
回
）

富
士
山
へ
の
手
紙
・

　
　
　
絵
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
集

発
行
日
　
令
和
六
年
二
月

編
　
集
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

発
　
行
　
富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
教
育
委
員
会

住
　
所
　
富
士
宮
市
弓
沢
町
一
五
〇
番
地

電
　
話
　
〇
五
四
四
―
二
二
―
一
一
〇
六

印
　
刷
　
フ
ジ
印
刷
㈲


